
「
時
間
」
に
つ
い
て

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
ー
ア
ウ
グ
ス
チ
；
ヌ
ス
ー
ロ
ッ
ク

H

鈴
　
木
　
琢
　
雄

H
　
ア
ウ
レ
ー
リ
ュ
ウ
ス

■

ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
『
告
白
』
『
第
十
一
編
』
に
お
け
る
時
間
論

（
テ
ク
ス
ト
は
、
翫
『
教
父
著
作
集
・
ラ
テ
ン
語
編
』
J
・
p
・
ミ
ー
ニ
ュ
校
訂
。
第
三
十
二
巻
。

パ
リ
、
一
八
七
七
年
（
P
L
と
略
記
）
、
じ
『
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
著
作
集
』
第
十
四
巻
。
『
告

白
』
『
第
八
編
』
1
『
第
十
三
編
』
、
M
・
ス
キ
ュ
テ
ラ
校
訂
。
デ
ク
レ
・
デ
・
ブ
・
ウ
ウ
ェ
ル
、

一
九
六
二
年
（
S
と
略
記
）
、
c
『
ク
リ
ス
ト
者
著
作
集
・
ラ
テ
ン
語
編
』
第
二
十
七
巻
。
L
・

ヴ
ェ
ル
ハ
イ
エ
ン
校
訂
。
ト
ゥ
ル
ン
ホ
ル
ト
、
一
九
八
二
年
、
を
照
合
し
、
α
に
よ
っ
た
）

「時間」について

∬
1
1

『
告
白
．
第
十
一
編
』
で
、
天
と
地
と
の
創
造
者
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
（
第
五
節
・
第
三
章
以
下
）
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、

〈
時
間
V
の
問
題
に
思
い
を
凝
ら
す
に
至
っ
た
契
機
は
、
論
敵
で
あ
る
・
異
端
の
マ
ニ
教
徒
9
n
き
置
感
3
が
発
し
た
問
い
、
「
『
神
は
、
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天
と
地
と
を
造
っ
た
以
前
に
、
な
に
を
造
っ
た
か
』
」
と
い
う
間
い
で
あ
る
（
第
十
二
節
・
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
2
）
。

　
こ
の
問
い
の
趣
意
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
m
．
神
が
、
「
天
と
地
と
」
を
で
あ
れ
、
ま
た
、
〈
な
に
も
の
〉
を
で
あ
れ
、
そ
も
そ
も
被
造
物
を
創
造
し
た
時
に
は
、
神
の
中
に
は
、

「
以
前
に
は
一
度
も
創
出
し
な
か
っ
た
被
造
物
を
、
創
出
し
よ
う
と
す
る
・
な
に
ら
か
あ
る
・
新
し
い
運
動
（
自
臣
ヨ
窪
島
ま
巨
ω
）

と
、
な
に
ら
か
あ
る
・
新
し
い
意
志
（
〔
智
p
〕
＆
一
昌
鐵
2
6
轟
）
と
が
、
実
在
し
た
」
は
ず
で
あ
る
（
第
＋
二
節
・
第
＋
章
。
P
・
2
0
0
、

5
－
6
）
。
「
な
ぜ
な
ら
、
神
の
意
志
は
、
被
造
物
で
は
な
く
、
被
造
物
の
以
前
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
創
造

者
の
意
志
が
先
行
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
に
も
の
も
創
造
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
＋
二
節
・
第
＋
章
。

P
・
2
0
0
、
7
－
8
）
。

　
ω
．
し
か
る
に
、
「
…
…
神
の
意
志
は
、
神
の
実
体
そ
の
も
の
に
（
呂
首
鋸
ヨ
…
…
（
衝
誓
訂
鼠
ロ
腔
す
ヨ
）
、
属
す
る
…
…
」
（
第
十
二

節
・
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
9
－
1
0
）
。

　
し
て
み
れ
ば
、
「
創
造
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
神
の
「
意
志
」
に
、
（
そ
し
て
、
創
造
の
「
運
動
」
）
に
、
〈
変
化
〉
が
生
じ
た
こ
と

で
あ
り
、
〈
変
化
〉
は
、
〈
時
間
〉
の
中
で
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
〈
変
化
〉
す
る
「
意
志
」
が
「
属
す
る
」
「
実
体
」
も
ま
た
、

〈
時
間
V
の
中
に
あ
り
、
「
永
遠
」
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
③
．
そ
れ
ゆ
え
、
「
神
の
実
体
の
中
に
、
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
・
あ
る
も
の
〔
あ
る
・
新
し
い
意
志
〕
が
生
じ
た
と
す
れ
ぱ
、

そ
の
実
体
は
、
真
実
に
は
、
永
遠
な
る
実
体
と
は
言
わ
れ
な
い
」
（
第
十
二
節
・
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
1
0
－
1
2
）
。
す
な
わ
ち
、
「
存
在
し

な
か
っ
た
〔
新
し
い
〕
意
志
が
生
ず
る
揚
合
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
神
が
、
そ
も
そ
も
真
実
の
永
遠
性
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
＋

二
節
・
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
6
1
7
）
。

　
こ
う
し
て
、
神
は
、
〈
な
に
も
の
〉
を
で
あ
れ
（
「
天
と
地
と
」
を
で
あ
っ
て
も
）
、
い
や
し
く
も
、
被
造
物
を
創
出
し
た
と
す
れ
ば
、
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「時間」について

神
は
、
も
は
や
、
「
永
遠
性
」
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
回
．
と
い
う
．
｝
と
は
、
「
神
」
が
「
真
実
の
永
遠
性
」
を
も
つ
た
め
に
は
、
神
の
中
に
は
、
い
か
な
る
被
造
物
を
で
あ
れ
、
そ
れ
を
創

出
し
よ
う
と
す
る
「
新
し
い
意
志
」
が
、
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
個
．
し
た
が
っ
て
、
神
は
、
「
真
実
の
永
遠
性
」
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
〈
な
に
も
の
〉
を
も
、
「
天
と
地
と
」
を
も
、
〈
造
ら
な
か
っ

た
〉
の
で
あ
る
。

　
⑤
．
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
、
「
…
－
神
が
、
手
を
休
め
、
す
な
わ
ち
、
な
に
ら
の
創
作
も
行
な
わ
な
か
っ
た
（
鄙
昌
名
R
3
鉢
日
・

〔
天
と
地
と
を
造
ら
な
か
っ
た
〕
）
と
す
れ
ば
」
（
第
十
二
節
．
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
2
1
3
）
、
同
一
（
口
D
ー
㈲
）
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、

神
は
、
〈
そ
れ
以
前
に
も
〉
、
な
に
一
つ
造
り
は
し
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
「
神
は
、
潮
っ
て
（
貝
偉
3
）
、
ひ
き
つ
づ
き
制
作
を
や
め
て

い
た
」
（
第
十
二
節
．
第
十
章
。
P
．
2
0
0
、
4
）
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
．
い
な
、
神
は
、
〈
過
去
〉
に
お
い
て
、
〈
な
に
も
の
〉
を
も
〈
造
ら
な
か
っ
た
〉
ば
か
り
で
は
な
い
。
再
ぴ
同
一
の
根
拠
に
よ
っ
て
、

神
は
、
〈
未
来
〉
に
お
い
て
も
、
〈
な
に
も
の
〉
を
も
造
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
と
お
な
じ
く
、
神
が
、
そ
の
後
も
（
象
置
8
陽
）

絶
え
ず
、
そ
う
で
な
い
の
は
、
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
＋
二
節
・
第
＋
章
。
P
・
2
0
0
、
3
1
4
）
。

　
⑧
．
こ
う
し
て
、
「
神
」
は
、
「
真
実
の
永
遠
性
」
で
あ
る
の
な
ら
ぱ
、
〈
過
去
日
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
〉
に
お
い
て
も
、
〈
な
ん

ら
の
被
造
物
V
を
も
〈
造
り
は
し
な
か
っ
た
〉
し
、
〈
未
来
口
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
〉
に
お
い
て
も
、
〈
な
ん
ら
の
被
造
物
〉
を
も

〈
造
り
は
し
な
い
〉
。
な
ぜ
な
ら
、
い
や
し
く
も
、
〈
あ
る
も
の
V
を
造
る
時
に
は
、
神
の
中
に
、
「
新
し
い
意
志
」
が
生
じ
、
そ
れ
ゆ
え
、

神
は
、
「
永
遠
性
」
を
も
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
倒
．
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
「
永
遠
性
」
を
是
認
す
る
た
め
に
は
、
神
が
〈
万
物
の
創
造
者
〉
で
あ
る
こ
と
を
否
認
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

神
が
〈
万
物
の
創
造
者
〉
で
あ
る
こ
と
を
是
認
す
る
た
め
に
は
、
神
に
「
永
遠
性
」
を
否
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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側
　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
神
は
、
被
造
物
を
創
造
す
る
た
び
に
「
新
し
い
意
志
」
を
抱
い
た
の
で
は
な
く
、
創
造
し
よ
う
と
す
る
意
志

が
、
神
の
中
に
、
ぐ
永
遠
の
初
め
か
ら
、
休
み
な
く
不
変
で
あ
っ
た
〉
、
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
「
し
か
る
に
、
被
造
物
を
存
在
さ

せ
よ
う
と
す
る
・
神
の
意
志
が
、
休
み
な
く
不
変
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
被
造
物
も
ま
た
、
休
み
な
く
不
変
で
な
い
の
は
、
い
か
な
る
根

拠
に
よ
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
＋
二
節
・
第
十
章
。
P
・
2
0
0
、
1
2
－
1
3
）
。
す
な
わ
ち
、
神
は
、
「
天
と
地
と
を
造
っ
た
以
前
に
も
」
、
〈
休

み
な
く
不
変
に
〉
創
造
し
つ
づ
け
た
、
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
問
う
の
で
あ
る
ー
い
っ
た
い
、
「
な
に
を
造
っ
た
の
か
」

と
ー
。
そ
れ
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
・
創
造
の
意
志
が
、
「
休
み
な
く
不
変
で
あ
っ
た
」
、
と
は
言
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
鋤
，
そ
れ
ゆ
え
、
残
る
の
は
、
上
の
⑨
で
あ
る
ー
。

　
　
　
　
　
　
n
1
2

　
こ
の
よ
う
に
、
神
の
「
永
遠
性
」
と
、
神
が
〈
万
物
の
創
造
者
〉
で
あ
る
こ
と
と
は
、
両
立
し
え
な
い
と
し
て
、
両
者
の
間
を
引
き
裂

こ
う
と
す
る
立
論
に
た
い
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
う
答
え
る
。

　
ω
．
「
…
…
い
か
な
る
物
体
も
、
時
間
の
中
で
な
く
て
は
、
運
動
す
る
こ
と
が
な
い
…
…
」
（
第
三
十
一
節
・
同
二
十
四
章
。
P
．
2
1
0
、

2
1
3
）
。
物
体
の
運
動
の
〈
要
件
〉
は
、
「
時
間
」
で
あ
る
。
（
な
ぜ
な
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
物
体
」
の
「
運
動
」
と
言
う
限

り
、
そ
の
「
運
動
」
は
、
・
ッ
ク
に
あ
っ
て
と
お
な
じ
く
、
「
物
体
」
の
「
位
置
」
の
〈
連
続
的
変
化
〉
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
時

間
」
が
な
く
て
は
、
「
運
動
」
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
）
。

　
図
，
そ
れ
ゆ
え
、
論
者
は
、
〈
神
の
・
創
造
の
運
動
V
と
、
「
時
間
」
を
〈
要
件
〉
と
す
る
〈
事
物
・
物
体
の
運
動
〉
と
を
、
混
同
し

て
、
〈
神
の
・
創
造
の
運
動
〉
も
ま
た
、
「
時
間
」
を
〈
要
件
〉
と
し
た
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
〈
神
の
・
創
造
の

運
動
〉
に
、
〈
以
前
〉
と
〈
以
後
〉
、
〈
過
去
〉
と
〈
未
来
〉
と
を
お
い
た
の
で
あ
る
。
「
お
お
、
神
の
知
恵
よ
、
諸
々
の
精
神
の
光
よ
、
か
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「時間」について

く
言
う
者
た
ち
は
、
い
ま
だ
、
汝
を
理
解
し
て
い
な
い
。
汝
に
よ
っ
て
、
ま
た
汝
の
中
に
、
生
ず
る
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ず
る

の
か
を
、
い
ま
だ
、
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
永
遠
な
る
も
の
を
味
わ
お
う
と
努
め
な
が
ら
、
し
か
し
、
彼
ら
の
魂
は
、
な
お
、

事
物
の
（
臨
ヨ
日
）
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
〔
”
過
去
の
〕
運
動
と
（
℃
誌
9
且
静
〔
ヨ
ひ
註
σ
島
〕
）
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
〔
“
未
来
の
〕

運
動
（
h
暮
蹄
剛
ω
目
ひ
は
σ
島
）
と
の
中
を
う
．
こ
め
い
て
お
り
、
な
お
空
な
の
で
あ
る
」
（
第
十
三
節
・
第
十
一
章
。
P
P
・
2
0
0
1
2
0
1
、

－
1
5
）
。

　
㈹
．
で
は
、
〈
事
物
の
運
動
〉
の
〈
要
件
〉
と
し
て
の
「
時
間
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
…
…
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た

時
間
（
℃
録
9
毘
ε
日
〔
叡
旨
陰
呂
，
〔
閥
過
去
の
時
間
〕
）
は
、
こ
と
、
こ
と
く
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
（
盆
庄
毎
e
〔
法
日
℃
ロ
。
・
〕
・
〔
ー
未
来

の
時
間
〕
）
か
ら
、
追
い
出
さ
れ
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
は
、
こ
と
、
こ
と
く
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
か
ら
、
生
ず
る
…
…
」
（
第

十
三
節
・
第
十
一
章
。
P
・
2
0
1
、
1
1
1
⑫
）
。

（「

間
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
」
は
、
い
ま
だ
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
明
ら
か
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
っ
た
時
間
」
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
か
ら
、
「
追
い
出
さ
れ
」
、
後
者
は
、
前
者
か
ら
、
「
生
ず
る
」
の
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
の
と
お
な
じ
く
、
「
時
間
」
は
、
両
者
か
ら
〈
合
成
〉
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
〈
絶
え

ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
り
行
く
も
の
〉
で
あ
る
）
。

　
鋤
。
「
時
間
」
は
、
ま
た
、
な
に
ら
か
の
〈
長
さ
〉
を
も
つ
、
と
言
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
「
長
い
時
間
と
は
、
数
々
の
・
過
ぎ
去
り
行

く
停
滞
に
（
℃
β
9
R
9
暮
ま
島
三
酵
q
募
■
P
」
と
S
と
で
は
、
「
過
ぎ
去
り
行
く
運
動
（
ヨ
ひ
試
σ
島
）
に
」
）
基
づ
い
て
で
な
く
て
は
、
長

く
な
る
こ
と
は
な
い
…
…
」
は
ず
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
「
過
ぎ
去
り
行
く
停
滞
」
は
、
「
同
時
に
は
、
拡
が
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
（
第
＋
三
節
．
第
＋
二
章
。
P
．
2
0
1
、
8
1
9
）
。
な
ぜ
な
ら
、
「
時
間
」
と
は
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
っ
て

行
く
も
の
〉
で
あ
る
ゆ
え
に
、
「
…
…
い
か
な
る
時
間
も
、
そ
れ
の
す
べ
て
が
現
在
す
る
（
冥
器
器
諺
）
こ
と
は
、
な
い
…
…
」
か
ら
で
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あ
る
（
第
十
三
節
・
第
十
一
章
。
P
・
2
0
1
、
1
1
）
。

　
㈲
．
こ
う
し
て
、
〈
事
物
の
運
動
〉
の
〈
要
件
〉
で
あ
る
「
時
間
」
と
は
、
い
か
な
る
「
停
滞
」
も
「
拡
が
り
」
を
も
も
た
な
い
「
現

在
」
を
〈
境
界
〉
に
し
て
、
絶
え
ず
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
な
り
、
絶
え
ず
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
な
る
〈
流

れ
〉
で
あ
る
。

　
論
者
が
、
〈
神
の
・
創
造
の
運
動
〉
と
混
同
し
た
〈
事
物
の
運
動
〉
は
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
「
時
間
」
の
中
に
あ
る
。

　
㈲
．
し
か
る
に
、
「
創
造
」
の
「
運
動
」
を
す
る
「
神
」
の
「
時
間
」
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
な
る
こ
と
が
な
く
、

「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
な
る
こ
と
が
な
い
。
「
神
」
の
「
時
間
」
は
、
〈
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
る
〉
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

「
汝
〔
神
〕
の
年
は
、
行
く
こ
と
も
な
く
、
来
た
る
こ
と
も
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
年
が
来
た
る
た
め
に
、
行
き
来
た
る

の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
年
で
あ
る
。
汝
の
年
は
、
凝
然
と
し
て
不
動
で
あ
る
（
ω
5
耳
）
が
ゆ
え
に
、
同
じ
時
に
（
ω
h
目
巳
）
、
凝
然
と
し
て
不

動
で
あ
り
、
行
く
年
が
、
来
た
る
年
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
汝
の
年
は
、
移
り
行
く
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」

（
第
十
六
節
・
第
＋
三
章
。
P
・
2
0
2
、
1
8
1
2
3
）
。
「
…
…
汝
〔
神
〕
の
年
は
、
一
日
で
あ
る
。
汝
の
日
は
、
毎
日
で
は
な
く
、
今
日
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
汝
の
今
日
は
、
明
日
へ
去
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
も
と
よ
り
、
昨
日
に
つ
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

汝
の
今
日
が
、
汝
の
永
遠
性
で
あ
る
」
（
第
十
六
節
・
第
十
三
章
。
P
・
2
0
2
、
2
3
1
2
5
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
神
」
は
、
「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
時
間
」
1
〈
「
現
在
」
を
境
界
に
、
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
流
れ
去
る
も
の
〉

と
し
て
の
「
時
間
」
1
の
中
に
は
な
い
。
い
な
、
「
神
」
は
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
な
」
「
年
、
今
日
」
、
す
な
わ
ち
「
凝
然
と
し
て
不
動

な
」
「
現
在
」
と
い
う
・
「
神
」
の
「
時
間
」
の
中
に
、
「
永
遠
性
」
の
中
に
、
あ
る
の
で
あ
る
。
「
し
か
る
に
、
永
遠
性
の
中
で
は
、
過
ぎ

去
っ
て
い
く
（
冥
器
富
降
Φ
）
も
の
は
、
な
に
一
つ
な
く
、
す
べ
て
は
、
現
在
し
て
い
る
（
℃
鼠
窃
㎝
霧
）
」
（
第
十
三
節
．
第
十
一
章
。
p
，
2

0
1
、
9
1
1
0
）
。
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「時間」について

（
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
神
」
に
つ
い
て
、
「
絶
え
ず
凝
然
と
し
て
不
動
な
永
遠
性
」
と
呼
ぶ
の
は
（
第
十
三
節
・
第
十
一
章
。
P
・
2

0
1
、
6
）
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
」
な
「
現
在
」
と
い
う
「
時
間
」
の
こ
と
で
あ
る
）
。

　
ω
．
こ
の
よ
う
に
、
「
神
」
の
「
永
遠
性
」
は
、
「
絶
え
ず
凝
然
と
し
て
不
動
」
の
・
「
現
在
」
と
い
う
「
時
間
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、
「
わ

れ
わ
れ
」
の
「
時
間
」
が
、
神
と
〈
永
遠
性
を
共
有
す
る
こ
と
は
な
い
〉
。
「
そ
し
て
、
〔
わ
れ
わ
れ
の
〕
い
か
な
る
時
間
も
（
呂
旨
審
旨
－

窓
お
）
、
汝
〔
神
〕
と
と
も
に
永
遠
（
8
蹄
8
旨
帥
）
で
あ
る
こ
と
は
、
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
汝
〔
神
〕
は
、
と
ど
ま
っ
て
来
た
り
去
る
こ

と
が
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
時
間
が
、
と
ど
ま
っ
て
、
来
た
り
去
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

〔
わ
れ
わ
れ
の
〕
時
間
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
＋
七
節
・
第
＋
四
章
。
P
・
2
0
2
、
2
1
3
）
。

（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
あ
っ
て
、
「
絶
え
ず
存
在
す
る
も
の
は
、
時
間
の
中
に
は
存
在
し
な
い
」
と
さ
れ
た
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に

あ
っ
て
も
、
「
と
ど
ま
っ
て
来
た
り
去
る
こ
と
が
な
い
」
神
は
、
「
永
遠
性
」
の
中
に
、
「
絶
え
ず
凝
然
と
し
て
不
動
」
の
「
現
在
」
と
い

う
「
時
間
」
の
中
に
、
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
時
間
」
の
中
に
は
、
な
い
の
で
あ
る
）
。

　
⑧
．
そ
れ
ゆ
え
、
〈
神
の
・
創
造
の
運
動
V
は
、
こ
の
「
凝
然
た
る
不
動
」
の
「
現
在
」
と
い
う
「
時
間
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
そ

こ
に
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
も
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
論
者
の
よ
う
に
、
神

の
・
「
天
と
地
と
」
の
創
造
の
「
運
動
」
に
、
〈
以
前
〉
と
、
〈
以
後
〉
と
を
語
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
⑨
．
さ
て
、
論
者
は
、
「
神
は
、
天
と
地
と
を
造
っ
た
以
前
に
（
蹄
叶
2
轟
目
）
、
…
…
」
と
言
う
。
し
か
し
、
「
以
前
に
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
は
、
す
で
に
、
「
時
間
」
が
く
存
在
V
し
た
の
で
あ
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
も
し
、
天
と
地
と
の
〔
造
出
の
〕
以
前
に
、
な

ん
ら
の
時
間
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
汝
〔
神
〕
が
、
そ
の
時
に
（
言
9
’
〔
天
と
地
と
の
造
出
の
以
前
に
〕
）
、
な
に
を
造
っ

た
か
が
、
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
、
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
時
間
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
に
は
、
そ
の
時
に
（
ε
目
）

は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
五
節
．
第
十
三
章
。
P
．
2
0
2
、
1
2
1
1
4
）
。
「
〔
時
間
が
〕
け
っ
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
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ど
の
よ
う
に
し
て
、
〔
時
闘
が
〕
過
ぎ
去
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
か
」
（
第
十
五
節
・
第
＋
三
章
。
P
・
2
0
2
、
8
－
9
）
。

　
す
な
わ
ち
、
天
と
地
と
の
造
出
の
「
以
前
に
」
、
「
時
間
」
が
、
「
存
在
し
」
「
過
ぎ
去
っ
て
行
っ
た
」
れ
ば
こ
そ
、
論
者
は
、
「
そ
の
時

に
」
、
言
い
か
え
れ
ば
「
以
前
に
（
魅
旨
呂
轟
ヨ
）
」
と
、
〈
問
う
こ
と
が
で
き
る
〉
の
で
あ
る
。

　
㈲
。
で
は
、
そ
の
「
時
間
」
は
、
誰
に
よ
っ
て
「
存
在
」
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
も
し
「
…
…
汝
〔
神
〕
が
、
天
と
地
と
を
造

っ
た
以
前
に
、
数
え
切
れ
ぬ
時
（
。
。
蹄
。
巳
帥
）
に
わ
た
っ
て
、
創
作
の
手
を
休
め
て
い
た
…
…
」
と
す
る
な
ら
ば
（
第
十
五
節
・
第
＋
三
章
。

P
P
・
2
0
1
1
2
0
2
、
2
1
4
）
、
「
そ
の
・
数
え
切
れ
ぬ
時
は
、
汝
〔
神
〕
自
身
が
造
っ
た
の
で
な
く
て
、
い
っ
た
い
、
い
か
な
る
根

拠
に
よ
っ
て
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
」
（
第
十
五
節
．
第
＋
三
章
。
P
・
2
0
2
、
5
1
6
）
。
「
あ
る
い
は
、
汝
〔
神
〕

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
ず
に
、
い
か
な
る
時
間
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
＋
五
節
．
第
＋
三
章
。
P
・
2
0
2
、
7
1
8
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
…
：
汝
〔
神
〕
が
、
一
切
の
時
の
創
出
者
で
あ
り
、
造
出
者
で
あ
る
…
…
」
（
第
十
五
節
・
第
十
三
章
。
P
・
2
0
2
、
6
－

7
）
、
「
…
－
⊥
切
の
時
間
の
創
作
者
で
あ
る
…
…
」
（
第
十
五
節
・
第
十
三
章
。
P
・
2
0
2
、
9
）
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
時
間
そ
の
も
の
を
、
汝
〔
神
〕
が
造
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
汝
が
時
間
を
造
っ
た
以
前
に
、

時
間
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
第
十
五
節
・
第
十
三
章
。
P
・
2
0
2
、
n
－
1
2
）
。

　
⑳
．
し
た
が
っ
て
、
論
者
の
よ
う
に
、
「
神
は
、
天
と
地
と
を
造
っ
た
以
前
に
、
な
に
を
造
っ
た
か
」
と
間
う
こ
と
自
体
、
す
で
に
、

〈
神
が
、
時
間
の
創
造
者
で
あ
る
こ
と
〉
を
、
認
め
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
圃
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
「
汝
〔
神
〕
が
、
天
と
地
と
を
造
っ
た
以
前
に
、
な
ん
ら
か
の
時
間
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
根
拠

で
、
汝
が
制
作
の
手
を
休
め
て
い
た
と
、
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
十
五
節
・
第
＋
三
章
。
P
．
2
0
2
、
9
1
1
1
）
。
1
神
は
、
「
天

と
地
と
を
造
る
以
前
に
」
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
」
の
「
現
在
」
の
中
で
、
少
な
く
と
も
、
「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
時
間
」
を
造
っ
た
の
で
あ

る
l
o
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r時間」について

　
⑬
．
〈
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
り
行
く
も
の
〉
と
し
て
の
・
「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
時
間
」
は
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
」
の
「
現
在
」
と
い

う
「
時
間
」
、
「
永
遠
性
」
か
ら
、
流
れ
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
そ
し
て
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
と

は
こ
と
ご
と
く
、
凝
然
と
し
て
不
動
な
永
遠
性
が
、
絶
え
ず
現
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
造
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
て
く
る

の
で
あ
る
」
（
第
十
三
節
・
第
十
一
章
。
P
・
2
0
1
、
1
3
1
皿
）
。

　
回
　
こ
う
し
て
、
「
神
」
は
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
」
の
「
現
在
」
と
い
う
・
神
の
「
時
間
」
、
「
永
遠
性
」
に
お
い
て
、
「
天
と
地
と
」

を
の
み
な
ら
ず
、
「
時
間
を
造
っ
た
」
の
で
あ
る
。
「
そ
し
て
ま
た
、
汝
は
、
時
間
の
上
で
、
時
間
に
先
行
す
る
の
で
は
な
い
。
…
…
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

で
は
な
く
、
汝
は
、
絶
え
ず
現
在
し
て
い
る
永
遠
性
の
高
み
に
よ
っ
て
、
一
切
の
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
に
先
行
す
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、
一
切
の
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
を
凌
駕
す
る
の
で
あ
る
」
（
第
十
六
節
・
第
十
三
章
。
P
．
2
0
2
、
1
5
－
1
8
。
傍
点
は
、
引
用

者
）
。　

　
　
　
　
　
H
1
3

「
神
」
は
、
「
時
間
を
造
っ
た
」
。
そ
し
て
ま
た
、
〈
万
物
〉
を
造
っ
た
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
汝
〔
神
〕
は
、
時
間
に
よ
ら
ず
し
て
は
、
な
に
一

つ
造
り
は
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
汝
は
、
時
間
そ
の
も
の
を
、
造
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
七
節
．
第
十
四
章
。
P
．
2
0
2
、
－
1

2
）
。
ー
す
な
わ
ち
、
す
ぺ
て
の
〈
被
造
物
〉
は
、
「
時
間
」
の
中
に
存
在
す
る
。
被
造
物
の
〈
存
在
〉
の
〈
要
件
〉
も
、
「
時
間
」
で

あ
る
ー
。

　
だ
が
し
か
し
、
そ
の
「
時
間
」
そ
の
も
の
と
は
、
い
っ
た
い
〈
な
に
〉
で
あ
る
の
か
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

と
ひ
と
し
く
、
「
そ
も
そ
も
、
時
間
と
は
、
な
に
（
0
ロ
置
）
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
、
発
す
る
（
第
十
七
節
．
第
十
四
章
。
P
．
2
0

2
、
3
1
4
）
。
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こ
の
問
い
が
発
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
根
拠
は
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
ー
神
が
造
っ
た
「
時
間
」
が
、
「
現
在
」
を
〈
境
界
〉
に
、
絶
え
ず
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
な
り
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
時
間
」
と
な
る
こ
と
は
、
私
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
時
間
」
と
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
、
「
現
在
し
て
い
る

時
間
」
と
、
そ
し
て
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
で
あ
る
。
ま
た
、
私
は
、
「
時
間
」
が
、
な
に
ら
か
の
〈
長
さ
〉
を
も
つ
こ
と
も
、

知
っ
て
い
る
。

　
1
い
な
、
「
…
…
私
た
ち
が
、
日
常
話
し
を
す
る
時
、
時
間
よ
り
も
、
馴
染
み
深
く
（
鼠
巨
鼠
ユ
塁
）
、
周
知
の
も
の
（
＆
註
島
）
と
し
て
、

想
い
起
こ
さ
れ
る
も
の
が
、
な
に
か
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
私
た
ち
は
、
時
間
に
つ
い
て
日
常
話
し
を
す
る
時
、
必
ず
、
〔
時
間

を
〕
理
解
す
る
（
5
邑
凝
ぎ
島
）
し
、
ま
た
、
ほ
か
の
人
が
時
間
に
つ
い
て
話
し
を
す
る
時
に
も
、
〔
時
間
を
〕
理
解
す
る
」
（
第
＋
七

節
・
第
十
四
章
。
P
・
2
0
2
、
6
1
8
）
。

　
ー
た
と
え
ば
、
私
た
ち
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
と
に
つ
い
て
、
〈
日
常
〉
「
長
い
時
間
、
短

い
時
間
と
、
口
で
言
う
」
（
第
＋
八
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
3
、
－
）
。
百
年
前
、
あ
る
い
は
百
年
後
と
は
、
「
私
た
ち
が
、
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
っ
た
・
長
い
時
間
」
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
・
長
い
時
間
」
と
「
呼
ぶ
」
も
の
で
あ
り
、
十
日
前
、
な
い
し
十
日
後
と
は
、
「
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
っ
た
・
短
い
時
間
」
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
・
短
い
時
間
」
と
「
口
で
言
う
」
も
の
で
あ
る
（
第
十
八
節
．
第
十
五
章
。
p
．

2
0
3
、
1
1
6
）
。

　
1
こ
の
よ
う
に
、
「
時
間
」
は
、
〈
日
常
〉
〈
話
さ
れ
〉
〈
口
で
言
わ
れ
〉
〈
理
解
さ
れ
る
V
事
柄
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
〈
馴
染
み
深
く
〉

〈
周
知
〉
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
時
間
」
と
は
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
（
鼠
鄙
鼠
）
」
で
あ
る
（
第
二
十
八
節
・
第
二
十
三
章
。
p
・

2
0
7
、
3
）
。

　
－
そ
れ
ゆ
え
、
「
誰
も
私
に
た
ず
ね
な
け
れ
ば
、
私
は
、
〔
時
間
を
〕
知
っ
て
い
る
」
（
第
＋
七
節
．
第
＋
四
章
。
P
．
2
0
2
、
9
）
。
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「時間」について

　
1
だ
が
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
「
長
い
時
間
と
は
、
数
々
の
・
過
ぎ
去
り
行
く
停
滞
に
基
づ
い
て
で
な
く
て
は
、
長
く
な
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
、
「
時
間
」
は
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
る
も
の
V
で
あ
る
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
「
停
滞
」
も
「
拡

が
り
」
も
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
し
て
み
る
と
、
私
は
、
「
長
い
時
間
」
を
「
知
っ
て
い
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
「
長
い
時
間
」
と
は
、
実
は
、
〈
長
さ
〉
を
も
た
な
い
も
の

な
の
で
あ
る
。

　
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
私
は
、
〔
時
間
を
〕
知
っ
て
い
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
「
た
ず
ね
る
人
に
、
私
が
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
私
は
、
〔
時
間
を
〕
知
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
十
七
節
．
第
十
四
章
。
P
．
2
コ
2
、
9
）
。
（
・
ッ
グ
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　

ヤ

の
時
間
論
の
初
め
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
・
右
の
言
葉
を
、
「
『
君
が
問
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
、
〔
時
間
を
〕
理
解
し
て
い
る
』
〔
ラ
テ

ン
語
文
〕
。
（
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
帰
す
る
。
す
な
わ
ち
、
私
が
、
時
間
に
つ
い
て
思
い
を
ひ
そ
め
れ
ば
ひ
そ
め
る
ほ
ど
、
私
に

は
、
時
間
が
理
解
さ
れ
な
く
な
る
」
）
、
と
引
用
し
て
い
る
）
。

　
ー
こ
う
し
て
、
「
私
」
は
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
で
あ
る
「
時
間
」
に
つ
い
て
、
〈
口
で
言
い
〉
〈
話
し
〉
、
そ
し
て
〈
理
解
し
て
〉

い
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
の
実
、
「
時
間
」
を
、
「
知
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
1
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
時
間
」
に
つ
い
て
思
い
を
凝
ら
す
に
至
っ
た
経
緯
は
、
「
時
間
」
が
、
一
方
で
は
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
時
に
他
方
で
、
「
深
く
か
く
さ
れ
て
：
つ
か
が
う
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
（
銚
区
量
）
」
で
あ
る
こ
と
、
両
者
の
間
に

断
層
の
あ
る
こ
と
を
、
さ
と
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
（
第
二
十
八
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
7
、
4
）
。

　
い
な
、
「
私
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
誰
か
、
時
間
を
、
わ
か
り
や
す
く
、
手
短
か
に
、
解
き
明
か
し
て
く
れ
た
者
で
も
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
誰
か
〔
P
」
で
は
、
「
な
ぜ
な
ら
」
〕
、
時
間
に
つ
い
て
明
言
さ
れ
る
べ
き
言
葉
を
耳
に
し
て
、
あ
る
い
は
、
思
考
に
よ
っ
て
、
時
間

を
心
に
と
ら
え
る
よ
う
な
者
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
十
七
節
・
第
十
四
章
。
P
・
2
0
2
、
4
1
5
）
。
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こ
う
し
て
、
実
は
、
「
私
は
、
〔
時
間
を
〕
知
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
。

　
だ
が
、
で
は
、
「
私
」
は
、
「
時
間
」
に
つ
い
て
、
〈
な
に
一
つ
V
「
知
っ
て
い
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
確
信
を
も
っ
て
言
う
の
は
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
な
に
も
の
も
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
は
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
な
に
も
の
も
到
来
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
は
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
な
に
も
の
も
存
在
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
現
在
し
て
い
る
時
間
は
存
在
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第
十
七
節
・
第
十
四
章
。
P
・
2
0
3
、
1
0
i
1
2
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
な
ぜ
、
「
私
」
は
、
こ
の
こ
と
だ
け
は
、
「
知
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
か
。

　
そ
れ
は
、
「
神
」
が
、
「
現
在
し
て
い
る
永
遠
性
」
の
中
で
創
出
し
た
「
被
造
物
」
は
、
「
時
間
」
と
「
天
と
地
と
」
そ
し
て
〈
万
物
〉

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
神
」
が
、
「
時
間
に
よ
ら
ず
し
て
は
、
な
に
一
つ
造
り
は
し
な
か
っ
た
」
、
す
な
わ
ち
〈
す
べ
て
の
被
造
物
は
、

時
間
の
中
に
、
存
在
す
る
〉
と
は
、
同
時
に
、
「
…
…
い
か
な
る
時
間
も
、
被
造
物
な
く
し
て
は
、
存
在
し
な
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
（
第
四
十
節
．
第
三
＋
章
。
P
・
2
1
5
、
9
）
、
言
い
か
え
れ
ば
、
「
時
間
」
は
、
〈
被
造
物
の
存
在
〉
の
く
要
件
V
で
あ
る
以
上
、
〈
被

造
物
の
存
在
〉
と
〈
不
可
分
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
、
少
な
く
と
も
、
右
の
こ
と
だ
け
は
、
「
知
っ
て
い
る
」
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
い
、
な
に
が
帰
結
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

〈
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
・
被
造
物
・
事
柄
〉
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
〈
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
〉
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、

〈
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
・
事
柄
〉
も
、
や
は
り
、
〈
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
〉
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
〈
被
造
物
の
存
在
〉
と
〈
不
可
分
〉
な
二
一
つ
の
「
時
間
」
1
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
、
「
存
在
す
る
で
あ
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f時間」について

ろ
う
時
間
」
と
ー
も
ま
た
、
〈
存
在
す
る
は
ず
は
な
い
〉
。
「
し
て
み
れ
ば
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
が
、
す
で
に
存
在
せ
ず

（映

目
＆
p
。
簿
）
、
そ
し
て
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
が
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い
（
＆
p
2
田
Φ
簿
）
揚
合
に
、
あ
の
・
二
つ
の
時
間
、

す
な
わ
ち
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
（
2
ひ
ヨ
＆
o
）
存
在
す
る
（
鍔
旨
）

で
あ
ろ
う
か
」
（
第
十
七
節
・
第
十
四
章
。
P
・
2
0
3
、
1
2
1
1
4
）
。

　
さ
き
の
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
お
な
じ
く
、
〈
す
で

に
存
在
し
て
い
な
い
時
間
〉
と
、
〈
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
時
間
〉
と
に
、
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

　
い
な
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
二
つ
の
「
時
間
」
は
、
い
ず
れ
も
、
〈
存
在
し
な
い
〉
と
す
れ
ぱ
、
「
…
…
存
在
し
な
い

（
＆
コ
①
薄
）
も
の
が
、
い
か
に
し
て
（
ρ
5
忌
o
δ
）
、
長
く
、
あ
る
い
は
短
く
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た

時
間
は
、
す
で
に
存
在
せ
ず
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
第
＋
八
節
・
第
＋
五
章
。
p
・
2

0
3
、
6
－
7
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
私
」
は
、
百
年
前
、
十
日
前
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
百
年
後
、
十
日
後
に
つ
い
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
長

い
」
「
時
間
」
、
「
短
い
」
「
時
間
」
、
あ
る
い
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
「
長
い
」
「
時
間
」
、
「
短
い
」
「
時
間
」
と
、
「
話
し
」
「
口
で
言

い
」
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
理
解
す
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
実
は
、
そ
の
よ
う
な
「
時
間
」
は
、
第
一
に
、
「
存
在
し
な
い
」
の
で
あ
り
、
ま
た

第
二
に
、
「
存
在
し
な
い
」
時
間
に
、
「
長
い
」
「
短
い
」
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
で
あ
る
「
時
間
」
と
、
「
深
く
か
く
さ
れ
て
：
フ
か
が
う
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
」
と
し
て
の
「
時
間
」
と
の
間
の

断
層
は
、
い
っ
そ
う
拡
が
っ
た
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
い
よ
い
よ
、
「
時
間
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
」
に
つ
い
て
、
想
い
を
ひ
そ
め
ざ
る
を
え
な
い
。
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H
－
4

　
い
な
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
が
、
「
存
在
し
な
い
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
ひ
と
し
く
吟

味
す
れ
ば
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
〈
存
在
し
な
い
こ
と
へ
、
向
か
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
か
。
「
…
…
現
在
し
て
い
る
時
間
が
、
絶
え
ず
現
在
し
て
い
た
と
し
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
へ
移
り
行
く
こ
と
が
な
か
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
す
で
に
、
時
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
永
遠
性
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
十
七
節
．
第
十
四
章
。

P
・
2
0
3
、
1
4
1
1
6
）
。

　
「
時
間
」
と
は
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
る
も
の
〉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
絶
え
ず
、

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
「
す
で
に
存
在
し
な
い
時
間
」
へ
、
流
れ
落
ち
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
み
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」

な
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
し
て
い
る
時
間
が
、
時
間
で
あ
る
た
め
に
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
問
に
移
り
行
く
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
は
、
現
在
し
て
い
る
時
間
も
存
在
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
口
で
言
う
の
で
あ
る
か
」
（
第
十
七
節
．
第
十
四
章
。
P
．
2
0
3
、

16

1
7
）
。

　
す
な
わ
ち
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
に
と
っ
て
、
存
在
す
る
こ
と
の
根
拠
は
、
存
在
し
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
た
が

っ
て
、
現
在
し
て
い
る
時
間
は
、
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
へ
向
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
条
件
が
な
く
て
は
、
私
た
ち
と
し
て
、
現
在
し
て

い
る
時
間
が
時
間
で
あ
る
と
は
、
真
実
に
は
言
い
え
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
十
七
節
・
第
十
四
章
。
P
・
2
0
3
、
1
7
－
1
9
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
は
、
「
す
で
に
存
在
せ
ず
」
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
は
、
「
い
ま
だ
存
在
せ
ず
」
、

そ
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
す
ら
も
ま
た
、
「
存
在
し
な
い
こ
と
へ
向
か
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
「
時
間
」
は
、
〈
存
在
が
稀
薄
〉
で
あ
る
、
と
い
う
立
論
に
直
面
し
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
も

ま
た
、
「
時
間
」
は
、
〈
無
存
在
〉
の
性
格
を
色
濃
く
も
つ
も
の
と
し
て
、
立
ち
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

H
1
5

「時間」について

　
私
た
ち
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
が
、
実
は
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
こ
の
時
間
に
つ
い
て
、
（
た
し

か
に
、
「
長
く
あ
る
」
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
）
、
「
長
く
あ
っ
た
」
と
「
口
で
言
い
」
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
に
つ
い
て
も
、

「
長
く
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
「
口
で
言
う
」
（
第
十
八
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
3
、
7
1
9
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
が
、
「
長
く
あ
っ
た
」
の
は
、
そ
れ
が
、
「
…
…
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
た
…
…
」

か
ら
で
あ
る
（
第
十
八
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
3
、
1
2
）
。

　
だ
が
、
「
し
か
る
に
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
は
、
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
〔
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
〕
は
、
長
く
あ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
第
十
八
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
3
、
1
3
1
1
4
）
。

「
そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
は
、
『
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
が
、
長
く
あ
っ
た
』
と
口
で
言
っ
て
は
ガ
ら
な
い
。
ー
な
ぜ
な
ら
、
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
存
在
し
な
い
時
に
は
、
な
に
が
長
か
っ
た
の
か
も
、
私
た
ち
に
見
い
だ
せ
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
ー
」

（
第
十
八
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
3
、
1
4
－
1
7
）
。

　
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
、
「
長
く
あ
っ
た
」
と
「
口
で
言
う
」
時
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
で
は
な
い
・
他
の
〈
な
に
か
〉
が
、

「
長
く
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
と
よ
り
、
そ
の
〈
な
に
か
〉
が
「
長
く
あ
っ
た
」
の
も
、
や
は
り
、
そ
れ
が
、
「
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
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で
は
、
「
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
た
」
も
の
は
、
〈
な
に
〉
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
現

在
し
て
い
る
時
間
は
、
い
ま
だ
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
、

そ
れ
ゆ
え
、
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
＋
八
節
・
第
十
五
章
。
P
．
2
0
3
、
1
8
－
1
9
）
。

　
こ
う
し
て
、
あ
の
〈
な
に
か
〉
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
は
、
『
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
が
、

長
く
あ
っ
た
』
と
口
で
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
1
そ
う
で
は
な
く
、
『
あ
の
・
現
在
し
て
い
る
時
間
が
、
長
く
あ
っ
た
』
と
口
で

言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
す
る
時
間
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
長
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
八
節
．
第

十
五
章
。
P
・
2
0
3
、
1
4
－
1
8
）
。

　
だ
が
、
私
た
ち
は
、
そ
う
「
口
で
言
う
」
に
し
て
も
、
し
か
し
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
が
、
は
た
し
て
、
「
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
」
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
は
、
「
存
在
し
な
い
こ
と
へ
向
か
っ
て
い
る
」
こ
と
が
、
知
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
そ
こ
で
、
人
間
の
魂
よ
、
私
た
ち
は
、
現
在
し
て
い
る
時
間
が
、
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
、

吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
十
九
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
3
、
2
1
－
2
2
）
。

　
ま
ず
、
「
吟
味
」
す
れ
ば
、
現
在
し
て
い
る
百
年
の
〈
す
べ
て
〉
が
、
「
長
く
あ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
、
言
い
え
な
い
。
「
な
ぜ
な

ら
、
百
年
（
。
9
ε
ヨ
魅
昌
則
）
の
・
最
初
の
年
を
と
れ
ば
、
そ
の
年
は
、
現
在
し
て
い
る
年
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
九
十
九
年
は
、
存
在

す
る
で
あ
ろ
う
年
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
ま
だ
存
在
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
十
九
節
．
第
十
五
章
。
P
．
2
0
3
、
2
5
1

2
6
）
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
年
目
を
と
れ
ば
、
す
で
に
一
年
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
年
で
あ
り
、
つ
ぎ
が
、
現
在
し
て
い
る
年
で
あ
り
、

他
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
年
で
あ
る
」
（
第
＋
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
P
・
2
0
3
1
2
0
4
、
2
6
1
2
8
）
。
「
そ
し
て
、
お
な
じ
よ
う
に
し
て
、

こ
の
・
百
と
い
う
数
の
中
間
に
あ
る
・
任
意
の
年
を
、
現
在
し
て
い
る
年
と
し
て
お
い
た
と
し
よ
う
。
そ
の
年
の
以
前
は
、
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
っ
た
年
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
年
の
以
後
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
年
で
あ
ろ
う
」
（
第
十
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
．
2
0
4
、
2
8
1
3
0
）
。
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r時間」について

　
で
は
、
「
と
ら
れ
た
一
年
（
尽
目
霧
〕
穿
島
）
そ
の
も
の
が
、
現
在
し
て
い
る
時
間
で
あ
る
か
ど
う
か
」
（
第
＋
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
・

2
0
4
、
3
1
1
3
2
）
で
あ
る
。

「
十
二
ヶ
月
が
、
一
年
で
あ
る
」
（
第
十
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
4
、
3
5
）
。
「
と
こ
ろ
で
、
一
年
の
・
最
初
の
月
（
包
曾
路
）
を
と
れ

ば
、
他
の
月
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
月
で
あ
る
。
第
二
月
目
を
と
れ
ば
、
最
初
の
月
は
、
す
で
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
し
て
、
残
り
の
月
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
十
九
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
4
、
3
2
1
3
3
）
。
「
十
ニ
ケ
月
の
・
任

意
の
一
月
を
と
れ
ば
、
そ
の
月
は
、
現
在
し
て
い
る
が
、
〔
P
」
で
は
、
「
し
か
し
」
〕
他
の
月
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
月
で
あ
る
か
、

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
月
で
あ
る
」
（
第
十
九
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
4
、
3
6
1
3
7
）
。

　
で
は
、
と
ら
れ
た
一
月
の
〈
す
ぺ
て
〉
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
問
」
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
現
在
し
て
い

る
」
の
は
、
〈
一
日
〉
で
あ
る
。
「
最
初
の
日
（
島
隙
）
を
と
れ
ば
、
他
の
日
々
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
日
々
で
あ
り
、
最
終
の
日
を
と

れ
ば
、
他
の
日
々
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
日
々
で
あ
り
、
中
間
に
あ
る
・
任
意
の
日
を
と
れ
ば
、
そ
の
日
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
日
ル
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
日
々
と
の
間
に
、
あ
る
」
（
第
十
九
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
4
、
3
8
－
4
0
）
。

　
し
か
し
、
「
ま
た
、
一
日
全
体
が
、
現
在
し
て
い
る
の
で
も
な
い
か
ら
、
一
日
自
身
を
も
、
私
た
ち
は
分
割
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

九
節
．
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
4
、
昭
ー
4
3
）
。
「
な
ぜ
な
ら
、
一
日
は
、
ま
る
ま
る
二
十
四
の
・
夜
と
昼
と
の
時
（
一
み
『
器
）
に
よ
っ
て
充
た

　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

さ
れ
、
最
初
の
時
は
、
他
の
時
を
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
と
し
て
も
ち
、
最
終
の
時
は
、
他
の
時
を
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

て
も
ち
、
そ
し
て
、
中
間
に
あ
る
時
の
・
あ
る
も
の
は
、
自
分
の
前
に
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
を
も
ち
、
自
分
の
後
に
、
存
在
す
る

　
　
　
　
じ

で
あ
ろ
う
時
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
」
（
第
十
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
4
、
4
3
－
4
6
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
け
れ
ど
も
、
再
ぴ
、
こ
の
「
時
」
が
、
〈
す
べ
て
〉
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
「
時
」
自
身
を
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

た
も
や
分
割
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
「
と
こ
ろ
が
、
そ
の
・
一
つ
の
時
も
ま
た
、
逃
れ
去
っ
て
行
く
微
小
部
分
と
な
っ
て
（
｛
温
や
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じ
　
　
　
　
　
　
　
　
か

江
巳
ω
窓
益
8
募
）
、
流
れ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
時
の
う
ち
、
翔
け
去
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

た
も
の
〔
微
小
部
分
〕
で
あ
り
、
一
つ
の
時
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
い
ず
れ
も
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
〔
微
小
部
分
〕
で
あ
る
」

（
第
二
十
節
・
第
十
五
章
。
P
・
2
0
4
、
4
7
1
4
8
）
。

　
こ
の
．
「
分
割
」
の
．
無
限
の
進
行
は
、
「
時
間
」
の
本
性
が
、
「
現
在
」
を
〈
境
界
〉
と
し
て
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
っ

て
行
く
も
の
〉
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
根
拠
を
も
つ
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
「
微
小
部
分
」
す
ら
も
、
〈
す
べ
て
〉
が
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
は
な
く
、
無
限
に
「
分
割
」
さ
れ
ざ
る
を
え

な
い
。

　
こ
う
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
は
、
た
だ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
「
ど
の
よ
う
な
時
間
で
あ
れ
、
も

は
や
、
瞬
間
の
．
い
か
な
る
部
分
に
も
分
割
さ
れ
え
な
い
も
の
（
∈
区
首
暮
＝
辞
邑
昌
：
・
…
ヨ
o
日
o
艮
穿
∈
一
一
忌
詠
勢
象
色
島
℃
診
昏
）
、

な
い
し
は
、
瞬
間
の
．
こ
の
上
も
な
く
微
細
な
部
分
に
し
か
（
言
…
…
邑
β
耳
誘
5
一
舘
巨
o
ヨ
窪
5
旨
ヨ
忌
5
。
。
）
分
割
さ
れ
え
な
い
も

の
が
、
理
解
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
の
み
が
（
置
＆
ξ
ヨ
）
、
現
在
し
て
い
る
時
間
と
言
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
節
・
第

十
五
章
。
P
・
2
0
4
、
4
8
1
5
0
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
は
、
「
瞬
間
の
・
い
か
な
る
部
分
」
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
、
「
瞬
間
の
・
こ
の
上
な
く
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

細
な
部
分
」
で
し
か
な
く
、
「
流
れ
行
き
」
「
翔
け
去
る
」
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
言
わ
れ
る
。
「
し
か
し
、
こ
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

現
在
し
て
い
る
時
間
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
か
ら
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
へ
、
瞬
く
間
に
（
『
む
は
目
）
、
翔
け
去
っ
て
行

く
（
陣
ふ
島
＜
〇
一
暮
）
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
な
ん
ら
停
滞
（
一
ま
旨
『
）
の
拡
が
り
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
拡
が
り
を
も
て
ば
、
そ

れ
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
と
に
、
分
割
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
二
＋
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2

0
4
、
5
2
1
5
3
）
。
「
し
か
る
に
、
現
在
し
て
い
る
時
間
は
、
な
ん
ら
長
さ
（
ω
℃
鋒
一
琶
・
）
を
も
っ
て
い
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
」
（
同
上
箇
所
。
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P
・
2
0
4
、
品
）
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
言
う
・
こ
の
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
あ
っ
て
の
「
今
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
あ
っ
て
も
、
「
今
」
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
の
「
境
界
」
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「時間」について

　
さ
て
、
さ
き
に
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
も
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
も
、
と
も
に
「
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、

「
長
く
あ
る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
」
。
「
長
く
あ
る
こ
と
の
で
き
る
」
も
の
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
み
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。

　
し
か
る
に
、
い
ま
や
、
こ
う
し
て
、
「
み
よ
、
私
た
ち
が
、
ひ
と
り
そ
れ
の
み
を
、
長
い
と
呼
ば
る
べ
き
で
あ
る
、
と
見
い
だ
し
た
・

現
在
す
る
時
間
－
…
・
」
（
第
二
十
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
4
、
4
1
1
4
2
）
は
、
「
吟
味
」
を
施
し
た
い
ま
、
実
は
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
っ

て
い
な
い
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
「
吟
味
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
の
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
が
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
く
あ

っ
た
」
こ
と
は
で
き
ず
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
問
」
が
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
く
あ
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
な
く
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
つ
」
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。「

現
在
し
て
い
る
時
間
」
が
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
つ
」
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
時
間
が
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
の
中
へ
、
「
瞬
く
間
に
、
翔
け
去
っ
て
行
く
」
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
は
、
「
存
在
し
な
い
こ
と
へ
向
か
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
に
つ
い
て
、
「
長
く
あ
っ
た
」
と
「
口
で
言
っ
て
は
な
ら
な
い
」
し
、

83



一橋大学研究年報　人文科学研究　22

「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
に
つ
い
て
、
「
長
く
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
「
口
で
言
っ
て
は
な
ら
な
い
」
が
、
そ
れ
と
ひ
と
し
く
、
「
現
在

し
て
い
る
時
間
」
に
つ
い
て
も
ま
た
、
「
長
い
」
と
「
口
で
言
っ
て
は
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
1
6

　
が
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
人
間
の
魂
に
は
、
「
…
…
時
間
の
長
さ
（
ヨ
母
器
）
を
、
感
ず
る
こ
と
（
零
急
お
）
、
そ
し
て
測
る
こ

と
（
日
窪
δ
が
、
許
さ
れ
て
い
る
：
…
・
」
（
第
＋
九
節
・
第
＋
五
章
。
P
・
2
0
3
、
2
2
1
2
3
）
。
「
に
も
拘
ら
ず
、
主
よ
、
私
た
ち
は
、
時

間
の
〔
始
ま
り
と
終
り
と
の
〕
間
隔
（
ぼ
一
R
命
罫
）
を
感
じ
て
い
る
（
の
。
旨
『
島
）
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
す
る

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
あ
る
も
の
〔
間
隔
〕
は
、
よ
り
長
く
、
あ
る
も
の
は
、
よ
り
短
い
、
と
口
で
言
う
（
急
。
冒
累
）
の
で
あ
る
。
ま

た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
し
か
じ
か
の
時
間
が
、
し
か
じ
か
の
時
間
よ
り
も
、
ど
れ
ほ
ど
（
2
曽
3
）
長
い
か
、
ど
れ
ほ
ど
短
い
か
を
、
測
る

（
ヨ
畿
目
鷺
）
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
時
間
は
、
二
倍
な
い
し
三
倍
で
あ
る
、
あ
の
時
聞
は
、
一
倍
で
あ
る
、
こ
の
時
間
と
あ
の
時

間
と
は
ひ
と
し
い
、
と
答
え
る
（
器
眉
9
臨
ヨ
島
）
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
一
節
・
第
十
六
章
。
P
P
・
2
0
4
－
2
0
5
、
－
ー
5
）
。

「
時
間
の
長
さ
」
、
「
ど
れ
ほ
ど
」
を
、
「
測
る
」
こ
と
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
再
び
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
さ
き
の
「
吟
味
」
の
結
果
を
動
か
す
こ
と
は
、
で
き
な
い
。
「
し
か
る
に
、
す
で
に
存
在
し
て

い
な
い
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
、
あ
る
い
は
ま
た
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
を
、
誰
が
測
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
よ
も
や
、
存
在
し
て
い
な
い
も
の
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
う
の
を
耳
に
し
た
人
は
あ
る
ま
い
」
（
第
二
＋
一
節
・

第
十
六
章
。
P
・
2
0
5
、
5
－
9
）
。

　
－
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
は
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
さ
」
を
も
た
ず
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」

も
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
さ
」
を
も
た
な
い
。
い
っ
た
い
、
「
長
さ
」
を
も
た
ぬ
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
を
、
誰
が
、
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「
感
じ
」
「
測
る
」
こ
と
が
で
き
よ
う
か
ー
。

「
時
間
の
長
さ
」
を
、
「
感
じ
」
「
測
る
」
こ
と
は
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
（
〈
経
験
〉
）
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
吟
味
」
は
、
そ
の
こ

と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
教
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
H
－
7

　
こ
う
し
て
、
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
（
〈
経
験
〉
）
と
、
「
吟
味
」
と
の
・
埋
め
え
ぬ
断
層
の
中
に
立
た
さ
れ
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の

思
考
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
展
開
し
た
。

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
の
コ
長
さ
」
を
「
測
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
、
も
と
よ
り
、

こ
の
・
二
つ
の
時
間
が
、
「
長
さ
」
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
の
・
二
つ
の
時
間
が
、
「
存
在
し
な
い
」
こ
と
に

よ
る
。
し
か
る
に
、
さ
ら
に
、
二
つ
の
「
時
間
」
が
「
存
在
し
な
い
」
こ
と
は
、
二
つ
の
時
間
の
中
に
〈
存
在
し
て
し
ま
っ
た
〉
し
、
ま

た
〈
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
〉
《
事
柄
》
が
、
「
存
在
し
な
い
」
こ
と
に
よ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
と
、
「
存

在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
が
、
「
存
在
し
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
つ
ぎ
の
こ
と
は
、
〈
経
験
V
と
し
て
動
か
し
が
た
い
。
・
そ
れ
は
、
「
…
：
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
を
、

予
言
し
て
し
ま
っ
た
（
8
9
＆
窓
耳
）
人
々
・
…
：
」
が
い
た
（
第
二
十
二
節
・
第
十
七
章
。
P
・
2
0
5
、
7
）
、
神
に
教
え
ら
れ
た
「
預
言

者
」
が
、
こ
れ
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
第
二
十
五
節
・
第
＋
九
章
。
P
・
2
0
6
、
2
1
3
）
、
ま
た
、
「
…
…
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

っ
た
事
柄
を
、
物
語
る
（
轟
『
声
暮
）
人
々
…
…
」
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
第
二
十
二
節
・
第
十
七
章
。
P
・
2
0
5
、
8
－
9
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
り
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
は
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
し
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
も
、

「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
。
し
て
み
る
と
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
を
、
預
言
し
て
し
ま
っ
た
人
々
」
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
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柄
」
を
、
〈
ど
こ
か
〉
に
、
〈
見
て
し
ま
っ
た
V
の
で
あ
る
。
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
を
、
物
語
る
人
々
」
も
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

っ
た
事
柄
」
を
、
〈
ど
こ
か
V
に
〈
見
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。

　
が
し
か
し
、
「
…
…
存
在
し
て
い
な
い
事
柄
は
、
見
ら
れ
る
こ
と
が
（
巳
象
3
で
き
な
い
…
…
」
（
第
二
十
二
節
・
第
十
七
章
。
P
・
2
0

5
、
8
）
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
を
「
見
」
、
そ
し
て
「
物
語
り
」

「
預
言
す
る
」
人
が
い
る
、
と
い
う
〈
経
験
〉
か
ら
み
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
も
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
も
、
実
は
、

〈
ど
こ
か
〉
に
、
〈
存
在
し
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。
「
し
て
み
る
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
も
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
も
、
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
二
＋
二
節
・
第
＋
七
章
。
P
・
2
0
5
、
1
0
…
n
）
。

　
で
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
を
預
言
し
た
人
々
は
、
そ
の
事
柄
が
い
ま
だ
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
柄
を
、
ど
こ
に

（
ま
一
）
、
見
て
し
ま
っ
た
（
桑
茜
崖
暮
）
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
二
十
二
節
・
第
＋
七
章
。
P
・
2
0
5
、
7
）
。
こ
の
こ
と
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
っ
た
事
柄
を
物
語
る
人
々
」
に
つ
い
て
も
、
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
〈
ど
こ
か
V
に
〈
見
ら
れ
た
〉
事
柄
は
、
〈
そ
こ
に
〉
〈
存
在
す
る
〉
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
私
は
知
り
た
い
、

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
と
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
と
が
、
も
と
よ
り
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事
柄
が
、
ど
こ
に
（
富
凶
）
、

存
在
し
て
い
る
の
か
を
」
（
第
二
十
三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、
2
1
3
）
。

　
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
が
、
「
存
在
し
て
い
る
」
こ
と
は
、

あ
り
え
な
い
。

　
し
て
み
れ
ば
、
〈
ど
こ
か
〉
に
「
存
在
し
て
い
る
」
そ
し
て
「
見
ら
れ
て
い
る
」
、
二
つ
の
事
柄
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」

〈
そ
の
も
の
〉
で
も
な
け
れ
ぱ
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
〈
そ
の
も
の
〉
で
も
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
〈
ど
こ
か
V
に
、
〈
そ
こ
〉
に
「
存
在
し
て
い
る
」
そ
し
て
「
見
ら
れ
て
い
る
」
・
二
つ
の
事
柄
は
、
も
は
や
、
〈
現
在
し
て
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い
る
事
柄
〉
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
い
ま
だ
私
の
力
及
ば
ず
と
し
て
も
、
し
か
し
、
私
は
知
っ
て
い
る
、
両
者
〔
存
在

す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
と
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
と
〕
が
、
た
と
え
ど
こ
に
（
号
同
忌
目
2
。
）
存
在
す
る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
（
§
）

存
在
し
て
い
る
の
は
、
あ
の
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
で
は
な
く
、
な
い
し
は
、
あ
の
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
で
は
な
く
、
現

在
し
て
い
る
事
柄
（
冥
器
。
。
診
一
す
）
で
あ
る
」
（
第
二
十
三
節
・
第
＋
八
章
。
P
・
2
0
5
、
3
－
4
）
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ど
こ
に
存
在
す

る
に
せ
よ
、
存
在
し
て
い
る
も
の
が
な
に
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
現
在
し
て
い
る
事
柄
以
外
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
二
十

三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、
6
1
7
）
。

　
　
　
　
　
　
H
1
8

　
で
は
、
そ
の
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
「
な
に
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
ど
こ
に
」
、
「
存
在
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
か
。

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
を
「
物
語
る
」
人
々
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
そ
の
人
が
描
く
「
心
像
」

で
あ
り
、
そ
し
て
、
「
心
像
」
が
、
そ
の
人
の
「
魂
」
の
「
記
憶
」
の
中
に
、
「
存
在
し
て
い
る
」
「
見
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
「
た
と

え
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
が
、
真
実
な
も
の
と
し
て
物
語
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
そ
の
も
の

（
臨
。
。
な
墨
①
）
が
、
記
憶
（
ヨ
。
ヨ
ひ
冨
）
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
が
、
過
ぎ

去
り
行
き
な
が
ら
、
感
覚
器
官
（
ω
簿
ω
富
）
を
つ
う
じ
て
、
魂
の
中
に
（
β
鏑
ぎ
o
）
、
い
わ
ば
足
跡
の
よ
う
に
刻
み
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
（
穿
ゆ
昌
暮
）
心
像
（
巨
甜
ぎ
謝
）
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
の
心
像
か
ら
、
述
べ
ら
れ
る
言
葉
が
取
り
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、
7
－
1
0
）
。

　
た
と
え
ば
、
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
の
幼
少
時
代
は
、
す
で
に
存
在
せ
ず
、
そ
れ
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
の
中
に
存
在
し
、

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
自
分
の
幼
少
時
代
の
心
像
を
、
想
い
起
こ
し
（
苓
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8
一
〇
）
、
ま
た
物
語
る
（
畝
旨
α
）
時
に
、
自
分
の
幼
少
時
代
の
心
像
に
、
心
を
向
け
て
い
る
（
ぎ
ま
8
H
）
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

心
像
は
、
な
お
（
匿
目
o
）
、
記
憶
の
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
二
十
三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、
1
0
1
1
3
）
。

　
こ
の
「
記
憶
の
中
に
存
在
し
て
い
る
」
「
想
い
起
こ
さ
れ
る
」
「
心
像
」
こ
そ
、
あ
の
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
で
あ
り
、
私
は
、
そ
れ

を
「
物
語
る
」
の
で
あ
る
。
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
は
、
「
記
憶
の
中
に
存
在
し
て
い
る
」
「
心
像
」
と
な
っ
て
、
な
お
「
現
在

し
て
い
る
事
柄
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
「
魂
」
の
中
に
、
「
見
ら
れ
」
「
存
在
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
、
「
存
在
し
て
い
る
」
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
の
「
心
像
」
で
あ
り
「
記
憶
」
で
あ
り
〈
想
起
〉
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
「
心
像
」
「
記
憶
」
〈
想
起
V
、
ま
し
て
、
そ
れ
を
〈
物
語
る
〉
こ
と
は
、
〈
持
続
〉
の
中
に
あ
る
。

　
だ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
は
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
た
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
す
れ
ば
、
〈
持
続
〉
す
る
「
心
像
」
「
記
憶
」
〈
想
起
〉
〈
物
語
り
〉
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
、
「
存
在
す
る
」
こ
と
は
、

あ
り
え
な
い
。

　
し
て
み
れ
ば
、
む
し
ろ
逆
に
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
に
つ
い
て
の
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
（
「
心
像
」
「
記
憶
」
〈
想
起
〉

〈
物
語
り
〉
）
こ
そ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
、
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。

（
本
稿
．
次
々
節
に
見
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
過
去
」
と
は
、
実
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事

柄
に
つ
い
て
の
．
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
意
味
と
理
由
と
は
、
上
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
解
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
の
「
心
像
」
「
記
憶
」
〈
想
起
〉
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、

「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
本
稿
・
次
々
節
に
見
る
と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
過
去
」
と
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
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「時間」について

っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
．
現
在
し
て
い
る
記
憶
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
H
1
9

　
つ
ぎ
に
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
預
言
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
が
予
告
さ
れ
る
べ
き
（
嘆
器
聴

8
昌
伽
㊤
）
根
拠
（
鼠
霧
p
）
も
ま
た
、
お
な
じ
で
あ
る
か
、
ど
う
か
」
、
で
あ
る
（
第
二
十
三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、
1
3
1
1
4
）
。

　
ま
ず
、
「
物
語
」
ら
れ
る
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
が
、
「
魂
」
の
中
に
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
「
心
像
」
と
し
て
、
「
存
在
し

て
い
る
」
の
と
お
な
じ
よ
う
に
、
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
事
物
の
心
像
が
、
す
で
に
実
在
し
て
い
る
も
の
（
す
日
巽
聾
窪
㌫
ω
）
と
し

て
予
知
さ
れ
て
い
る
（
冥
8
ω
8
江
器
ε
H
）
」
の
が
、
「
根
拠
」
で
あ
る
か
、
ど
う
か
、
で
あ
る
（
第
二
十
三
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
5
、

14

1
5
）
。

　
し
か
り
、
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
と
よ
り
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
に
つ
い
て
「
予
知
さ
れ
て
い
る
」
「
心
像
」
が
、
「
現
在

し
て
い
る
事
柄
」
と
し
て
、
「
魂
」
の
中
に
「
実
在
し
て
い
る
」
「
見
ら
れ
て
い
る
」
の
で
な
け
れ
ば
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
は
、

「
予
告
」
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
…
：
・
見
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
が
、
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
現
在
し
て
い
る
事

柄
が
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
在
し
て
い
る
事
物
に
基
づ
い
て
、
魂
に
抱
か
れ
た
（
診
巨
0
3
目
巷
3
）
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

事
物
が
、
予
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
抱
像
（
8
9
名
ま
鼠
の
・
〈
心
像
〉
）
は
、
逆
に
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
存
在
す

る
で
あ
ろ
う
事
柄
を
予
告
す
る
者
は
、
現
在
し
て
い
る
・
そ
の
抱
像
に
、
自
分
の
中
で
（
菩
区
8
）
心
を
向
け
る
の
で
あ
る
」
（
第
二
十

四
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
2
6
1
2
9
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
を
「
予
告
」
す
る
揚
合
に
、
こ
の
「
予
告
」
の
「
根
拠
」
で
あ
る
も
の
は
、
第
一
に
、
こ
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の
「
魂
に
抱
か
れ
た
」
・
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
抱
像
」
で
あ
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
「
根
拠
」
は
、
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
右
の
「
抱
像
」
の
ほ
か
に
、
い
ま
一
つ
〈
な
に
か
〉
が
、
〈
す

で
に
現
在
し
て
い
る
〉
は
ず
で
あ
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
「
も
と
よ
り
、
私
は
、
私
た
ち
の
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
行
為
（
跨
ま
温
幹
〔
行
な
わ
ん
と
す
る
行
為
〕
）
が
予
考
さ
れ
る

（
層
8
ヨ
o
〔
昂
鋤
同
）
こ
と
、
そ
の
予
考
が
現
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
私
た
ち
が
予
考
す
る

行
為
が
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
行
為
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

〔
予
考
さ
れ
た
〕
行
為
に
、
私
た
ち
が
取
り
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
時
、
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
が
、
自
分
の
予
考
し
た
事
柄
を
行

な
い
始
め
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
時
、
そ
の
時
に
は
、
そ
の
行
為
は
、
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
に
は
、
そ
の
行
為

は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
行
為
で
は
な
く
て
、
現
在
し
て
い
る
行
為
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
二
十
三
節
．
第
十
八
章
。
P
．
2
0
6
、
1
6

－
2
1
。
P
L
で
は
、
右
の
文
章
の
最
後
は
、
「
現
在
し
て
い
る
行
為
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
）
。

　
こ
の
揚
合
、
〈
予
考
さ
れ
た
行
為
〉
に
、
「
私
た
ち
が
取
り
か
か
っ
て
し
ま
う
」
「
自
分
の
予
考
し
た
事
柄
を
行
な
い
始
め
て
し
ま
う
」
、

す
な
わ
ち
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
と
し
て
の
「
行
為
」
が
、
「
現
在
し
て
い
る
行
為
に
な
る
」
の
は
、
〈
予
考
内
容
〉
で
あ
る
「
抱

像
」
の
ま
ま
に
、
「
行
為
」
を
実
現
す
る
〈
意
図
〉
に
よ
る
。

　
こ
の
〈
意
図
〉
が
、
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
」
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
の
・
し
か
し
「
現
在
し
て
い
る
」
「
存
在
し
て
い
る
」

「
根
拠
」
の
第
二
の
も
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
〈
意
図
〉
が
、
「
現
在
し
て
い
る
」
の
で
な
け
れ
ば
、
私
は
、
自
分
の
「
行
為
」
を
「
予
告
す
る
」
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
く
意
図
V
も
、
「
抱
像
」
と
と
も
に
、
「
魂
」
の
中
に
「
見
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
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r時間」について

　
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
「
行
為
」
を
「
予
告
す
る
」
時
に
は
、
一
つ
に
は
、
〈
予
考
内
容
〉
と
し
て
の
・
「
行
為
」
の
「
抱
像
」
と
、
そ

し
て
、
二
つ
に
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
行
為
」
が
「
現
在
し
て
い
る
行
為
に
な
る
」
た
め
の
〈
意
図
〉
と
が
、
「
根
拠
」
と
し
て
不
可

欠
で
あ
る
。

　
で
は
、
た
と
え
ば
、
私
が
、
曙
光
を
見
、
「
昇
っ
て
く
る
太
陽
を
、
予
示
す
る
（
冥
器
忌
耳
5
）
」
（
第
二
十
四
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0

6
、
3
0
－
3
1
）
揚
合
に
は
、
「
予
示
」
の
「
根
拠
」
は
、
な
に
で
あ
ろ
う
か
。

「
私
が
見
て
い
る
も
の
〔
曙
光
〕
は
、
現
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
私
が
予
示
す
る
事
柄
〔
太
陽
の
昇
り
〕
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

も
の
で
あ
る
」
（
第
二
＋
四
節
．
第
＋
八
章
。
P
．
2
0
6
、
3
1
1
3
2
）
。
す
な
わ
ち
、
「
…
…
太
陽
が
昇
る
こ
と
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な

い
…
…
」
の
で
あ
る
（
第
二
十
四
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
3
2
－
3
3
）
。

　
「
け
れ
ど
も
、
〔
太
陽
が
〕
昇
る
こ
と
自
体
を
、
私
が
、
…
…
魂
に
よ
っ
て
心
像
に
描
い
て
い
た
（
一
目
潔
言
野
R
）
の
で
な
け
れ
ば
、
私

は
、
〔
太
陽
が
〕
昇
る
こ
と
を
、
予
告
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
（
第
二
十
四
節
・
第
＋
八
章
。
P
・
2
0
6
、
3
3
－
3
4
）
。

　
こ
う
し
て
、
や
は
り
、
第
一
に
は
、
〈
太
陽
の
昇
り
V
が
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
「
心
像
」
と
し
て
、
「
魂
の
中
に
」
「
存
在
し
て
お

り
」
「
見
ら
れ
る
」
こ
と
ー
そ
れ
が
、
〈
太
陽
の
昇
り
〉
を
「
予
示
・
予
告
」
す
る
「
根
拠
」
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
天
空
に
見
て
い
る
・
あ
の
曙
光
は
、
い
か
に
そ
れ
が
、
太
陽
の
昇
る
こ
と

を
予
告
す
る
に
し
て
も
、
太
陽
が
昇
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
魂
の
中
に
あ
る
・
あ
の
心
像
で
も
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
四

節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
3
4
1
3
6
）
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
揚
合
に
は
、
私
が
、
目
で
見
て
い
る
曙
光
、
「
現
在
し
て
い
る
」
曙
光
を
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
で
あ
る

〈
太
陽
の
昇
り
〉
の
〈
前
兆
〉
と
し
て
、
「
魂
の
中
に
」
抱
く
こ
と
が
、
〈
太
陽
の
昇
り
〉
を
「
予
示
・
予
告
」
す
る
「
根
拠
」
の
第
二
な

の
で
あ
る
。
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「
そ
れ
ゆ
え
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
が
見
ら
れ
る
、
と
口
で
言
わ
れ
る
時
に
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
事
柄
そ
の
も
の
（
な
器
）

が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

事
柄
の
・
す
で
に
存
在
し
て
い
る
根
拠
あ
る
い
は
前
兆
（
ω
置
β
）
が
、
お
そ
ら
く
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
四
節
・
第
十
八
章
。

P
・
2
0
6
、
2
4
1
2
6
）
。

　
こ
う
し
て
、
〈
太
陽
の
昇
り
〉
を
「
予
示
・
予
告
」
す
る
「
根
拠
」
は
、
一
つ
、
に
は
、
「
魂
の
中
に
」
「
現
在
し
て
い
る
」
・
〈
太
陽
の
昇

り
〉
の
「
心
像
」
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
見
る
目
に
と
っ
て
「
現
在
し
て
い
る
」
ば
か
り
で
な
く
、
「
魂
の
中
に
」
も
、
〈
太
陽
の
昇
り
〉

の
「
前
兆
」
と
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
」
曙
光
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
言
わ
れ
る
。
「
こ
の
・
二
つ
の
（
象
o
）
・
現
在
し
て
い
る
事
柄
〔
〈
太
陽
の
昇
り
〉
の
「
心
像
」
と
、
〈
太
陽
の
昇
り
〉

の
「
前
兆
」
と
し
て
の
曙
光
〕
と
が
、
明
確
に
〔
魂
に
よ
っ
て
〕
知
覚
さ
れ
（
8
旨
爵
叶
目
）
て
こ
そ
、
あ
の
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事

柄
〔
太
陽
の
昇
り
〕
が
、
前
も
っ
て
口
で
言
わ
れ
る
〔
予
示
・
予
告
さ
れ
る
〕
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
四
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
3
6

－
3
7
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
は
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
、
で
き
な
い
。

け
れ
ど
も
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
は
、
諸
々
の
・
現
在
し
て
い
る
事
柄
〔
「
心
像
・
抱
像
」
、
「
前
兆
」
〕
に
基
づ
い
て
（
霞
）
〔
「
根
拠
」

と
し
て
〕
、
予
告
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
・
現
在
し
て
い
る
事
柄
は
、
す
で
に
存
在
し
、
か
つ
見
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
第
二
十
四
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
3
7
1
4
0
）
。

〈
太
陽
の
昇
り
〉
の
み
で
は
な
い
。
「
神
」
が
、
「
預
言
者
た
ち
」
に
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
を
教
え
る
方
法
（
∋
盆
島
）
」
も
ま
た
、

ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る
。
「
…
…
汝
〔
神
〕
が
教
え
る
の
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
の
・
諸
々
の
・
現
在
し
て
い
る
事
柄
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…
…
」
で
あ
る
（
第
二
十
五
節
・
第
十
八
章
。
P
・
2
0
6
、
2
－
4
）
。

　
そ
こ
で
、
再
ぴ
言
え
ば
、
こ
う
し
た
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
、
「
存
在
し
て

い
る
」
。

　
そ
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
心
像
・
抱
像
」
で
あ
り
、
「
前
兆
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
心
像
．
抱
像
」
、
「
前
兆
」
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
「
予
示
・
予
告
し
」
「
預
言
す
る
」
こ
と
は
、
〈
持
続
〉
の
中
に
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
は
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
た
な
い
」
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
〈
持
続
〉
す
る
「
心
像
・
抱
像
」
「
前
兆
」
「
予
示
・
予
告
」
「
預
言
」
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
存
在
す
る
こ

と
は
、
あ
り
え
な
い
。

　
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
逆
に
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
つ
い
て
の
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
（
「
心
像
・
抱
像
」
「
前
兆
」
「
予
示
・

予
告
」
「
預
言
」
）
こ
そ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
、
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
、
本
稿
・
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
未
来
」
と
は
、
実
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
意
昧
と
理
由
と
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
が
、
私
の
「
行
為
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
行
為
」
の
「
心
像
」
と
〈
意
図
〉
と
が
、
「
現
在

し
て
い
る
事
柄
」
と
し
て
、
私
の
「
魂
の
中
に
」
「
存
在
し
て
い
る
」
時
に
も
、
そ
し
て
ま
た
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
が
、
〈
太

陽
の
昇
り
〉
で
あ
っ
て
、
そ
の
〈
太
陽
の
昇
り
〉
の
「
心
像
・
抱
像
」
と
「
前
兆
」
と
が
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
し
て
、
私
の
「
魂

の
中
に
」
「
存
在
し
て
い
る
」
時
に
も
、
さ
ら
に
、
「
預
言
者
た
ち
」
に
と
っ
て
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
の
「
心
像
」
と
「
前
兆
」
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と
が
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
し
て
、
預
言
者
た
ち
の
「
魂
の
中
に
」
「
存
在
し
て
い
る
」
時
に
も
、
ひ
と
し
く
、
「
魂
の
中
に
は
」
、

ま
た
、
「
予
告
さ
れ
」
「
予
示
さ
れ
」
「
預
言
さ
れ
る
」
事
物
（
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
）
に
た
い
す
る
〈
期
待
〉
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。　

な
ぜ
な
ら
、
〈
意
図
〉
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
し
て
の
「
行
為
」
に
た
い
す
る
く
期
待
V
と
不
可
分
で
あ
り
、
「
前
兆
」
が
、

「
魂
の
中
に
」
「
存
在
し
て
い
る
」
と
は
、
「
予
示
・
予
告
」
さ
れ
「
預
言
」
さ
れ
る
事
柄
が
、
〈
期
待
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
つ
い
て
の
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
の
中
に
は
、
ま
た
、
こ
の
〈
期
待
〉
を
も
、
含

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
し
か
、
「
存
在
」
し
て
い
な
い
。

　
だ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
は
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
た
な
い
」
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
〈
持
続
〉
す
る
も
の
と
し
て
の
〈
期
待
〉
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
逆
に
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
つ
い
て
の
〈
期
待
〉
（
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
）

で
あ
る
、
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
、
本
稿
・
次
節
に
見
る
と
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
未
来
」
と
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄

に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
期
待
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
0

　
本
稿
・
前
出
H
－
6
か
ら
前
節
H
－
9
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
を
、
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「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
に
、
帰
着
さ
せ
、
さ
ら
に
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
を
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
（
「
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
の
「
心
像
」
、
「
記
憶
」
、
〈
想
起
〉
、
そ
し
て
〈
物
語
り
〉
）
と
い
う
《
魂
の
働
き
》
に
、
帰
着
さ
せ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
こ
そ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
も
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
、
帰
着
せ
し
め
ら
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
存
在
す
る
で

あ
ろ
う
事
柄
」
は
、
や
は
り
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
（
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
心
像
・
抱
像
」
、
〈
意
図
〉
、
「
前
兆
」
、
「
期

待
」
、
そ
し
て
「
予
示
．
予
告
」
「
預
言
」
）
と
い
う
《
魂
の
働
き
》
に
、
帰
着
せ
し
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
た
、
「
現
在
し
て
い
る
事

柄
」
こ
そ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
は
、
一
つ
に
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
の
「
心
像
」
「
記
憶
」
〈
想
起
〉
〈
物
語
り
〉

で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
心
像
・
抱
像
」
〈
意
図
〉
「
前
兆
」
の
「
期
待
」
「
予
示
・
予
告
」
「
預
言
」
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
《
魂
の
働
き
》
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
《
魂
の
働
き
》
に
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
物
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
物
」
と
に
つ
い
て
の
も
の
の
ほ
か
、
い

ま
一
つ
、
（
上
に
見
た
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
こ
と
な
っ
て
、
《
魂
の
働
き
》
と
し
て
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
で
は
な
く
）
、
《
魂
》

に
と
っ
て
は
外
部
に
あ
る
〈
現
在
し
て
い
る
事
物
〉
に
つ
い
て
の
《
魂
の
働
き
》
が
、
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
の
《
魂
の
働
き
》
を
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
の
凝
思
」
と
呼
ぶ
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
凝
思
」
も
ま
た
、
《
魂
の
働
き
》
と
し
て
は
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
凝
思
」
は
、
〈
持
続
〉
す

る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
長
さ
」
を
も
た
ぬ
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
「
凝
思
」
こ

そ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
い
ま
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
三
つ
の
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
を
、
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
し
て
、
く
り
か
え
せ
ば
、
そ
の
・
三
つ
の
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
と
は
、
実
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
に
つ
い
て
の

「
記
憶
」
と
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
に
つ
い
て
の
「
凝
思
」
と
、
そ
し
て
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
つ
い
て
の
「
期
待
」
と
、

で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
こ
の
よ
う
に
、
「
現
在
し
て
い
る
時
聞
」
を
、
《
内
面
の
働
き
》
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と
は
、
丁
度
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ー
ス
が
、
「
時
間
」
を
、
ま
ず
、
「
〔
心
が
〕
運
動
〔
思
考
内
容
の
変
化
〕
を
、
以
前
と
以
後
と
に
分
け
て
、
数
え
上
げ
る
こ
と
で

あ
る
」
と
規
定
し
た
の
と
ひ
と
し
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
「
私
た
ち
が
、
子
ど
も
の
時
に
学
び
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
よ
う
に
」
（
第
二
士
一
節
・
第
十
七
章
。
P
．
2
0
5
、
3
）
、
「
時
問
は
、
三
つ
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
過
去

〔
”
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
〕
と
、
現
在
〔
闘
現
在
し
て
い
る
時
間
〕
と
、
未
来
〔
日
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
〕
と
で
あ
る
、
と

言
う
の
は
、
正
し
く
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
時
間
は
、
三

つ
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
時
間
、
現
在
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
の
．
現
在

し
て
い
る
時
間
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
時
間
で
あ
る
、
と
」
（
第
二
＋
六
節
・
第
二
十
二
章
。
P
P
．
2

0
6
1
2
0
7
、
2
1
5
）
。

　
そ
し
て
、
つ
づ
い
て
、
言
わ
れ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
・
三
つ
の
時
間
は
、
魂
の
中
に
あ
る
（
5
魅
巳
臣
似
）
、
あ
る
・
三
つ
の
も
の

で
あ
り
、
私
は
、
魂
の
中
以
外
で
は
、
三
つ
の
時
間
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
つ
の
時
間
と
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
記
憶
（
冥
ぎ
鴇
屋
留
冥
匿
富
葺
刈
。
。
日
①
ヨ
ひ
討
）
で
あ
り
、
現
在
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
の
．

現
在
し
て
い
る
凝
思
（
屈
蹄
鴇
霧
留
屈
蹄
器
暮
一
げ
島
。
8
ま
律
5
）
で
あ
り
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る

期
待
（
℃
暴
Φ
ω
9
ω
留
盆
3
静
①
も
8
感
該
o
）
で
あ
る
」
（
第
二
十
六
節
・
第
二
十
二
章
。
P
・
2
0
7
、
6
－
7
）
。

96



「時間」について

　
い
わ
ゆ
る
「
過
去
」
「
現
在
」
「
未
来
」
は
、
「
現
在
し
て
い
る
」
「
記
憶
」
「
凝
思
」
「
期
待
」
に
《
内
面
化
》
さ
れ
た
。

　
こ
れ
が
、
「
時
間
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
」
に
つ
い
て
の
・
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
・
一
つ
の
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
1

　
こ
う
し
て
、
「
過
去
」
「
現
在
」
「
未
来
」
を
、
三
つ
の
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
、
い
な
、
「
現
在
し
て
い
る
」
「
記
憶
」
「
凝
思
」
「
期
待
」

に
《
内
面
化
》
し
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
こ
で
、
〈
時
間
を
測
る
〉
と
い
う
間
題
に
転
ず
る
。

　
こ
れ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
、
「
時
間
」
を
、
「
〔
心
が
〕
運
動
〔
思
考
内
容
の
変
化
〕
を
、
以
前
と
以
後
と
に
分
け
て
、
数
え
上

げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
《
内
面
化
》
し
た
あ
と
、
に
わ
か
に
、
「
時
間
」
は
、
「
運
動
の
尺
度
で
あ
る
」
と
い
う
議
論
に
転
じ
た
の
に
似
て

い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
人
間
の
魂
に
は
、
「
時
間
の
長
さ
を
、
感
ず
る
こ
と
、
そ
し
て
測
る
こ

と
が
、
許
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
「
私
た
ち
は
、
時
間
の
〔
始
ま
り
と
終
り
と
の
〕
間
隔
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
あ
る
も
の
〔
間
隔
〕
は
、
よ
り
長
く
、
あ
る
も
の
は
、
よ
り
短
い
、
と
口
で

言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
は
、
し
か
じ
か
の
時
間
が
、
し
か
じ
か
の
時
間
よ
り
も
、
ど
れ
ほ
ど
長
い
か
、
ど
れ
ほ
ど
短
い
か
、
を

測
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
時
間
は
、
二
倍
な
い
し
三
倍
で
あ
る
、
あ
の
時
問
は
、
一
倍
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
こ
の
時
間
と
あ
の

時
間
と
は
、
等
し
い
、
と
答
え
る
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
い
ま
再
び
、
こ
の
こ
と
を
想
起
し
つ
つ
、
こ
う
述
べ
る
。
「
さ
て
、
私
は
、
少
し
前
に
、
…
…
た
と
え
ば
、
こ

の
時
間
は
、
あ
の
．
一
倍
の
時
間
に
比
べ
て
、
二
倍
で
あ
る
、
と
口
で
言
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
時
間
の
部
分

の
．
他
の
・
ど
の
よ
う
な
も
の
を
も
、
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
っ
た
」
（
第
二
十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
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P
・
2
0
7
、
1
1
4
）
。

　
し
か
る
に
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
は
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
〈
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
〉
し
、
「
存

在
す
る
で
あ
ろ
う
時
聞
」
も
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
く
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
V
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
残
る
こ
と
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
を
「
測
っ
て
い
る
」
は
ず
で
あ
る
。

　
だ
が
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
「
な
ん
ら
長
さ
を
も
た
な
い
も
の
」
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
－
…

現
在
し
て
い
る
時
間
が
、
長
さ
を
も
た
な
い
の
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
（
ε
9
ま
3
）
、
そ
れ
を
測
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
二
十
七
節
．
第
二

十
三
早
。
P
・
2
0
7
、
7
－
8
）
〇

　
一
倍
、
二
倍
、
三
倍
と
「
口
で
言
う
」
の
は
、
「
…
－
時
間
の
長
さ
以
外
を
…
…
」
、
口
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
第
二

十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
P
・
2
0
7
、
1
4
1
1
6
）
。
「
け
れ
ど
も
し
か
し
、
あ
る
長
さ
の
中
に
あ
る
時
間
を
で
な
く
て
、
な
に
を
、
私
た
ち
は

測
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
二
十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
P
・
2
0
7
、
1
3
1
1
4
）
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
と
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
を

も
ま
た
、
私
た
ち
は
く
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
V
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
ま
た
も
や
、
さ
き
に
見
た
（
本
稿
・
前
出
H
－
6
）
矛
盾
の
中
に
立
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
こ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
私
た
ち
は
、
［
時
間
」
を
、
そ
れ
が
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
（
8
年
：
冥
器
盆
諮
簿
）
」
で
は
な
く
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
に
（
9
巳
℃
拡
卑
R
δ
」
、
「
測
る
」
の
で
あ
る
ー
と
（
第
二
十
七
節
・

第
二
＋
一
章
。
P
・
2
0
7
、
9
1
m
）
。
「
し
か
し
、
私
た
ち
が
感
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
る
時
に
は
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
（
冥
器
－

冨
お
旨
註
p
ま
目
陪
轟
）
を
測
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
、
あ
る
い

は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
を
、
誰
が
測
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
時
間
が
過
ぎ
去
っ
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r時間」について

て
い
く
時
に
は
、
そ
の
時
間
は
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
し
か
し
、
時
間
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
は
、
時
間
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
（
第
二
＋
一
節
・
第
十
六

章
。
P
・
2
0
5
、
5
1
1
0
）
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
考
え
も
、
「
吟
味
」
に
た
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
。

「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
」
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
」
も
の
で
あ
る
以
上
、
〈
ど
こ
か
ら
か
〉
、
〈
ど
こ
か
を
へ
て
〉
、
〈
ど
こ
か
へ
〉
、
「
過

ぎ
去
0
て
行
く
」
の
で
あ
る
。
「
し
か
し
、
〔
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
は
〕
、
測
ら
れ
る
時
に
、
ど
こ
か
ら
（
雪
（
一
。
）
、
ど
こ
を
へ
て
（
ρ
鼠
）
、

ど
こ
へ
（
ρ
呂
）
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
か
」
（
第
二
十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
P
・
2
0
7
、
1
0
－
1
1
）
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
か
ら
」
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
を
へ
て
」
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
へ
」
で
あ
る
（
第
二

十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
P
・
2
0
7
、
1
1
1
1
2
）
。

　
し
て
み
る
と
、
「
過
ぎ
去
ρ
て
行
く
時
間
」
と
い
う
も
の
は
、
「
…
…
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
偽
の
か
ら
、
長
さ
を
欠
い
て
い
る
略
の

を
と
お
り
、
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
も
の
へ
…
…
」
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
（
第
二
＋
七
節
・
第
二
＋
一
章
。
P
・
2
0
7
、
1
2
1

1
3
）
。

　
し
か
る
に
、
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
も
の
」
も
、
「
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
も
の
」
も
、
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
た
、
「
長
さ
を
欠

い
て
い
る
」
。

「
し
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
を
測
る
の
は
、
ど
の
長
さ
の
中
で
（
一
ロ
ε
α
。
。
鼠
＆
）
な
の
で
あ
る
か
」
（
第
二

十
七
節
・
第
二
十
一
章
。
T
・
2
0
7
、
1
2
1
1
3
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
」
も
ま
た
、
な
に
ら
の
「
長
さ
」
を
も
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
や
は
り
、
〈
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
〉
の
で
あ
る
。
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な
る
ほ
ど
、
私
た
ち
が
「
時
間
」
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
「
口
で
言
い
、
耳
で
聞
き
、
理
解
し
、
理
解
さ
れ
る
」
事
柄
で
あ
り
（
第
二
十

八
節
・
第
二
十
二
章
。
P
・
2
0
8
、
1
7
－
1
8
）
、
「
明
白
こ
の
上
も
な
く
・
こ
の
上
な
く
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
で
あ
る
（
第
二
十
八
節
．
第
二

十
二
章
。
P
・
2
0
8
、
1
8
－
1
9
）
。
に
も
拘
ら
ず
、
「
時
間
」
は
、
〈
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
V
。

　
ま
こ
と
に
、
「
時
間
」
と
は
、
「
こ
の
上
も
な
く
錯
綜
し
た
謎
」
で
あ
り
（
第
二
十
八
節
．
第
二
士
一
章
。
P
．
2
0
7
、
－
1
2
）
、
「
深
く

か
く
さ
れ
て
・
う
か
が
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
（
第
二
十
八
節
・
第
二
十
二
章
。
P
．
2
0
7
、
4
）
、
「
あ
ま
り
に
も
か
く
さ
れ
て
．
未
知
の

も
の
」
で
あ
っ
て
（
第
二
十
八
節
・
第
二
十
二
章
。
P
・
2
0
8
、
1
9
）
、
「
そ
れ
の
蔽
い
を
は
ぐ
こ
と
は
、
非
凡
の
事
柄
」
で
あ
る
（
第
二
十
八

節
・
第
二
十
二
章
。
P
・
2
0
8
、
1
9
－
2
0
）
。

100

　
だ
が
し
か
し
、
「
吟
味
」
に
よ
っ
て
、
「
時
間
」
は
〈
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
こ
と
を
見
い
だ
し
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
、
な

お
、
「
時
間
」
は
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
（
ρ
＆
ヨ
a
o
）
」
、
「
測
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
い
を
、
断
念
し
な
い
。

　
断
念
し
な
い
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

　
一
つ
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
時
間
」
を
《
内
面
化
》
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
想
起
」
「
凝
思
」
「
期
待
」
は
、
〈
持
続
〉
す
る

も
の
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
な
に
ら
か
の
・
〈
持
続
V
の
〈
長
さ
〉
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
そ

の
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
、
「
時
間
」
の
〈
長
さ
〉
と
思
い
ち
が
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
「
測
ら
れ
る
」
も
の
と
し
て
お
く
「
時
間
」
は
、
こ
れ
ま
た
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
と
お
り
、

実
は
、
〈
持
続
V
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
そ
れ
を
自
覚
せ
ぬ
ま
ま
に
、
〈
持
続
〉
を
、
「
時
間
」
と

混
同
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
こ
こ
で
、
「
時
間
」
の
〈
長
さ
〉
を
「
測
る
」
と
し
た
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
事



「時間」について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

柄
の
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
測
る
」
《
尺
度
》
が
、
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等
々
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
事
柄
の
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
こ
と
が
、
「
時
間
」
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
・
後
出
H
　
　
1
3
に
見
る
と
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
日
」
を
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
《
尺
度
》
と
し
て
、

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
し
ば
し
ば
、
「
時
間
」
と
こ
と
な
る
も
の
と
し
て
の
〈
持
続
〉
に
近
づ
き

な
が
ら
も
（
後
出
H
1
1
5
、
H
－
1
8
）
、
な
お
、
両
者
の
混
同
を
脱
し
切
れ
な
い
の
は
、
そ
こ
に
原
因
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
2

　
さ
て
、
「
時
間
」
（
〈
持
続
V
）
は
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
「
測
ら
れ
る
」
か
、
と
い
う
問
い
を
抱
き
な
が
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、

こ
こ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
の
と
お
な
じ
問
題
を
、
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
私
は
、
あ
る
・
学
識
あ
る
人
か
ら
、
聞
い

て
い
る
。
太
陽
と
月
と
そ
し
て
星
と
の
〔
円
環
〕
運
動
（
日
勲
富
）
が
、
時
間
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
私
は
、
同
意
し
な
か

っ
た
」
（
第
二
十
九
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
8
、
1
1
2
）
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
「
同
意
し
な
か
っ
た
」
理
由
は
、
三
つ
で
あ
る
。

　
第
一
。
「
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
物
体
の
運
動
が
、
時
間
で
な
い
の
は
、
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
二
＋
九
節
・
第
二
＋

三
章
。
P
．
2
0
8
、
2
1
3
）
。
1
〈
天
体
の
円
環
運
動
〉
が
、
「
時
間
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
す
べ
て
の
物
体
の
運

　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

動
」
が
、
ろ
く
ろ
の
回
転
運
動
で
す
ら
、
「
時
間
そ
の
も
の
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
「
し
か
る
に
、
私
は
、
あ
の
・
木
製
の
ろ
く
ろ
の
円

環
運
動
（
o
ぎ
津
霧
）
が
、
日
で
あ
る
、
と
言
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
：
…
・
」
（
第
二
十
九
節
・
第
二
十
三
章
。
P
P
・
2
0
8
1
2
0
9
、
1
2

－
1
3
）
1
。
こ
う
し
て
、
「
運
動
」
と
「
時
間
」
と
は
、
〈
別
個
V
の
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
。
「
運
動
」
の
く
要
件
V
が
、
「
時
間
」
で
あ
る
。
「
も
し
誰
か
が
、
時
間
は
、
物
体
の
運
動
で
あ
る
、
と
言
う
に
し
て
も
、
汝
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〔
神
〕
は
、
私
に
、
そ
れ
を
承
認
せ
よ
、
と
命
ず
る
で
あ
ろ
う
か
。
汝
は
、
命
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
い
か
な
る
物
体
も
、
時
間

の
中
で
な
く
て
は
、
運
動
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
聞
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
汝
が
、
か
く
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
体
の
運
動
そ

の
も
の
が
、
時
間
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
聞
い
て
い
な
い
。
汝
が
言
わ
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
一
節
・
第
二
十
四
章
。
P
・
2

1
0
、
－
1
4
）
。
あ
る
い
は
ま
た
、
「
私
た
ち
が
、
い
ま
の
こ
と
を
口
で
言
っ
た
時
、
私
た
ち
も
ま
た
、
時
間
の
中
で
話
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
…
…
」
（
第
二
十
九
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
8
、
7
－
8
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
時
間
」
は
、
〈
天
体
〉
を
含
め
て
「
物
体
」
の
「
運
動
」
の
、
の
み
な
ら
ず
、
「
話
す
」
と
い
う
「
運
動
」
の
、
〈
要
件
〉

な
の
で
あ
り
、
こ
の
理
由
か
ら
も
、
「
運
動
」
と
、
「
時
間
」
と
は
、
〈
別
個
〉
で
あ
る
。

　
第
三
。
「
運
動
」
（
の
〈
持
続
〉
）
を
「
測
る
」
〈
尺
度
〉
が
、
「
時
間
」
で
あ
る
。
「
も
し
天
空
の
光
が
な
く
な
り
〔
天
体
の
運
動
が
存
在

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

せ
ず
〕
、
ろ
く
ろ
が
運
動
し
た
と
す
れ
ば
、
時
間
は
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
〔
い
な
〕
私
た
ち
は
、
時
間
に
よ
っ
て
（
叡
ヨ
℃
葺

　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ρ
＆
）
、
ろ
く
ろ
の
回
転
〔
の
〈
持
続
〉
〕
を
測
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
時
間
に
よ
っ
て
、
ろ
く
ろ
が
等
速
で
運
動
し
て
い
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

言
い
、
な
い
し
は
、
ろ
く
ろ
が
、
あ
る
時
は
、
速
く
、
あ
る
時
は
遅
く
、
運
動
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
あ
る
回
転
〔
の
〈
持

続
〉
〕
は
長
く
か
か
っ
た
、
あ
る
回
転
〔
の
〈
持
続
〉
〕
は
長
く
は
か
か
ら
な
か
っ
た
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
」
（
第
二
十
九
節
・
第
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

章
。
P
・
2
0
8
、
3
1
7
）
。
1
ろ
く
ろ
の
回
転
の
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
（
〈
持
続
〉
）
を
、
私
た
ち
は
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
「
測
っ
て
」
、

回
転
が
、
あ
る
い
は
「
長
く
か
か
っ
た
」
、
あ
る
い
は
「
長
く
は
か
か
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
ー
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
「
…
…
私
た
ち
の
言
葉
の
中
で
、
あ
る
音
節
（
愚
＝
＆
器
）
は
、
長
く
、
他
の
音
節
は
、
短
か
か
っ
た
の
は
、
一
方
が
、

長
い
時
間
響
き
、
他
方
が
、
短
い
時
間
響
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
か
」
（
第
二
十
九
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
8
、
8
1
9
）
。
i

「
音
節
」
の
響
く
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
（
〈
持
続
V
）
を
も
、
私
た
ち
は
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
「
測
っ
て
」
、
音
節
が
、
「
長
い
」
「
短
い
」
、

と
言
う
の
で
あ
る
－
1
。
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し
て
み
れ
ば
、
お
な
じ
く
、
〈
天
体
の
運
動
〉
の
．
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
（
〈
持
続
〉
）
を
も
、
や
は
り
、
私
た
ち
は
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」

「
測
る
」
の
で
は
な
い
の
か
。

　
こ
う
し
て
、
「
時
間
」
は
、
「
運
動
」
の
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
（
〈
持
続
V
）
を
「
測
る
」
〈
尺
度
〉
で
あ
る
。
こ
の
理
由
で
も
、
「
時

間
」
と
「
運
動
」
と
は
、
〈
別
個
〉
の
も
の
で
あ
る
。

（
も
と
よ
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
運
動
の
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
を
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
、
す
な
わ
ち
、
「
時
間
」
を
〈
尺
度
〉

に
し
て
、
「
測
る
」
、
と
言
う
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
は
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
は
、
「
測
ら
れ
る
」
こ
と
が
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

い
。
「
測
ら
れ
る
」
の
は
、
運
動
の
〈
持
続
〉
な
の
で
あ
り
、
「
測
る
」
《
尺
度
》
は
、
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等
々
で
あ
る
）
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
あ
の
「
学
識
あ
る
人
」
の
説
に
「
同
意
し
な
か
っ
た
」
根
拠
は
、
上
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
し
か
し
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
〈
天
体
の
運
動
〉
で
あ
れ
、
ろ
く
ろ
の
「
運
動
」
で
あ
れ
、
音
節
の
「
響
き
」

と
い
う
「
運
動
」
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
自
分
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
「
運
動
」
の
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
で
は
な
く
、

実
は
、
「
運
動
」
の
人
持
続
〉
の
「
長
さ
」
で
あ
る
こ
と
に
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
こ
う
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ー
た
と
え
ば
、
〈
長
い
音
節
〉
は
、
〈
長
い
時
間
〉
（
正
し
く
は
、

〈
長
い
持
続
〉
）
の
中
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
〈
短
い
音
節
〉
は
、
〈
短
い
時
間
〉
（
正
し
く
は
、
〈
短
い
持
続
〉
）
の
中
に
存
在
し
た
。
し

か
る
に
、
「
音
節
」
が
「
響
く
」
の
は
、
一
つ
の
「
運
動
」
で
あ
り
、
「
運
動
」
の
〈
要
件
〉
は
、
「
時
間
」
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
〈
長

い
運
動
〉
は
、
〈
長
い
時
間
〉
の
中
に
、
そ
し
て
〈
短
い
運
動
〉
は
、
〈
短
い
時
間
〉
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、

私
た
ち
が
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
、
「
運
動
」
を
「
測
っ
て
」
、
〈
長
い
〉
〈
短
い
〉
を
言
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
ー
。

　
は
た
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
；
ヌ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
「
…
…
私
た
ち
は
、
時
間
に
よ
っ
て
（
ま
ヨ
を
鉾
ρ
＆
）
、
物
体
の
運
動

〔
正
し
く
は
、
運
動
の
〈
持
続
〉
〕
を
、
測
り
（
ヨ
象
ヨ
ξ
）
、
あ
の
運
動
は
、
こ
の
運
動
よ
り
も
、
た
と
え
ば
、
時
間
の
上
で
（
ま
昌
も
o
器
）
、
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二
倍
長
い
、
と
言
う
…
…
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
1
5
－
1
7
）
。

　
し
か
し
、
再
び
言
え
ば
、
「
測
ら
れ
る
」
の
は
、
「
運
動
」
で
は
な
く
、
「
運
動
」
の
〈
持
続
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
持
続
〉
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

「
時
間
に
よ
っ
て
」
で
は
な
く
、
時
、
分
、
等
々
に
よ
っ
て
、
「
測
ら
れ
た
」
時
、
〈
持
続
〉
が
〈
長
い
〉
〈
短
い
〉
、
あ
る
い
は
、
一
倍
、

二
倍
が
、
言
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
、
本
稿
・
後
出
H
1
1
5
、
H
1
1
8
に
見
る
よ
う
に
、
い
く
た
ぴ
か
は
、
思
わ
ず
も
、

「
時
間
」
と
は
こ
と
な
る
も
の
と
し
て
の
〈
持
続
〉
に
、
近
づ
い
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
3

　
本
稿
・
皿
に
見
る
と
お
り
、
・
ッ
ク
に
あ
っ
て
は
、
「
日
」
と
は
、
〈
天
体
の
運
動
〉
（
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
）
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
〈
日
の
出
〉
（
〈
太
陽
の
昇
り
〉
）
と
い
う
〈
現
わ
れ
〉
が
、
「
太
陽
の
運
動
」
全
体
の
「
持
続
」
を
〈
区
切
っ
た
〉
も
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
そ
の
「
日
」
が
、
わ
れ
わ
れ
の
観
念
な
り
、
物
体
の
運
動
な
り
の
「
持
続
」
を
〈
区
切
っ
て
〉
、
そ
れ
ら
の
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」

《
尺
度
》
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
・
「
日
」
と
い
う
《
尺
度
》
に
よ
っ
て
、
「
持
続
」
を
「
測
る
」
こ
と
が
、
「
時
間
」
で
あ
る
。

　
し
て
み
れ
ぱ
、
・
ッ
ク
の
場
合
、
「
日
」
と
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
は
、
〈
不
可
分
〉
の
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
ま
た
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
は
、
〈
天
体
の
運
動
V
と
「
時
間
」
と
の
〈
別
個
性
〉
を
言
い
な
が

ら
、
し
か
し
、
「
日
」
と
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
、
そ
し
て
そ
の
運
動
が
生
み
出
す
く
日
の
出
V
の
円
環
と
の
〈
不
可
分
性
〉
に
、
着

目
し
た
。

　
い
な
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
日
」
と
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
は
、
〈
不
可
分
〉
で
あ
る
、
と
す
る
の
み
で
な
く
、
一
方
で
、
両

者
は
、
〈
同
一
〉
で
あ
る
、
と
言
う
。
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「時間」について

「
…
…
日
と
は
、
地
上
を
照
ら
す
太
陽
の
停
滞
（
ヨ
ひ
β
）
で
あ
り
、
そ
の
停
滞
に
よ
っ
て
昼
と
夜
と
の
別
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
日
と
は
、
日
の
出
（
ひ
旨
器
）
か
ら
日
の
出
ま
で
の
・
太
陽
の
円
環
運
動
（
魯
5
〔
。
。
窪
呂
。
ぼ
一
ε
ω
）

全
体
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
円
環
運
動
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
『
し
か
じ
か
の
日
数
が
、
移
り
過
ぎ
て
行
っ
た
』
と
言
う

の
で
あ
る
－
：
－
」
（
第
三
＋
節
・
第
二
＋
三
章
。
P
・
2
0
9
、
1
7
1
2
0
）
。
1
日
の
出
か
ら
日
の
出
ま
で
の
・
太
陽
の
円
環
運
動
全
体
が
、

「
日
」
と
「
言
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
他
方
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
「
日
」
と
を
、
1
〈
不
可
分
〉
と
は
し
な
が
ら
も
ー

し
か
し
、
〈
同
一
〉
の
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
…
…
ゆ
え
に
、
日
は
、
太
陽
の
運
動
、
す
な
わ
ち
、
日
の
出
か
ら
日
の
出

ま
で
の
円
環
運
動
に
よ
っ
て
、
充
た
さ
れ
て
い
る
（
突
覧
禦
霞
）
の
で
あ
る
…
…
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
四
章
。
P
．
2
0
8
、
2
2
1
2
3
）
。

1
「
日
」
と
は
、
「
太
陽
の
運
動
」
が
経
過
す
る
・
「
時
間
」
の
「
長
さ
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
日
」
は
、
「
太
陽
の
円
環

運
動
に
よ
っ
て
、
充
た
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
ー
。

　
こ
う
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
一
方
で
、
「
日
」
を
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
〈
等
置
〉
し
、
し
か
し
、
他
方
で
、
両
者
は
、

〈
別
個
〉
で
あ
る
、
と
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
日
」
と
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
を
〈
不
可
分
〉
と
し
な
が
ら
も
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
右
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

の
か
を
決
定
し
か
ね
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
〈
不
決
定
〉
も
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
い
ま
だ
、
〈
持
続
〉
と
い
う
観
念
を
も
た
ず
、
し
た
が
っ
て
、
「
太
陽
の
運

動
」
自
体
の
・
全
体
の
〈
持
続
〉
に
想
到
せ
ず
、
そ
し
て
ま
た
、
「
日
の
出
か
ら
日
の
出
ま
で
の
」
1
す
な
わ
ち
、
「
太
陽
の
円
環
運

動
」
が
生
み
出
す
「
日
の
出
」
と
い
う
〈
現
わ
れ
〉
の
ー
「
円
環
」
が
、
「
太
陽
の
運
動
」
全
体
の
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
っ
た
〉
も
の

が
、
「
日
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
「
日
」
が
、
観
念
の
な
り
、
物
体
の
運
動
の
な
り
の
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
る
〉
、
と
い
う
こ
と
に
、
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考
え
い
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
帰
因
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
こ
で
、
上
の
く
不
決
定
V
と
、
し
か
し
、
右
に
述
べ
た
事
柄
の
無
自
覚
と
か
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、

誤
っ
て
問
題
を
立
て
て
し
ま
う
。
「
探
究
さ
れ
る
ぺ
き
は
、
日
は
、
〔
太
陽
の
〕
運
動
そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
〔
日
の
出
か

ら
日
の
出
ま
で
に
、
太
陽
の
〕
運
動
が
経
過
す
る
（
℃
R
甜
ぎ
H
）
、
時
間
の
長
さ
（
日
ひ
揖
）
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、
な
い
し
は
、
日
は
、

い
ず
れ
で
も
あ
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
2
3
1
2
4
）
。

　
そ
こ
で
、
ω
．
「
も
し
前
者
〔
太
陽
の
運
動
そ
の
も
の
〕
が
、
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
」
、
太
陽
の
「
運
動
」
は
、
「
存
在
」
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
「
し
た
が
っ
て
、
日
は
、
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
三
＋
節
・
第
二
＋
四
章
。
P
・
2
0
9
、
糾
1
2
5
）
。
ー
「
た
と
え
、

太
陽
が
、
一
時
間
と
い
う
（
げ
騨
お
か
巳
島
）
・
き
わ
め
て
短
い
・
時
間
の
長
さ
で
、
自
ら
の
軌
道
（
9
拐
甥
）
を
経
過
し
た
に
し
て
も
、

で
あ
る
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
．
2
0
9
、
2
5
1
2
6
）
。
（
だ
が
し
か
し
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
「
日
」
が
、
一
「
時
間
」
へ
、
〈
名

称
〉
を
変
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
「
日
」
は
、
「
日
」
と
し
て
は
、
〈
消
滅
〉
す
る
こ
と
で
あ
る
）
。

　
図
．
し
か
し
、
「
も
し
後
者
〔
太
陽
の
運
動
が
経
過
す
る
「
時
間
の
長
さ
そ
の
も
の
」
〕
が
、
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
」
、
す
で
に
知
っ

た
と
お
り
、
す
べ
て
の
「
時
間
」
は
、
「
長
さ
」
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
し
た
が
っ
て
、
日
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
2
6
1
2
8
）
。
1
「
た
と
え
、
太
陽
の
昇
り
（
驚
ε
ω
）
か
ら
つ
ぎ
の
昇
り
ま
で
が
、
一
時
間

と
い
う
、
き
わ
め
て
短
い
・
時
間
の
長
さ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
陽
は
、
二
十
四
回
円
環
し
て
、
日
を
充
た
し
た

は
ず
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
．
2
0
9
、
2
7
1
2
9
）
。
す
な
わ
ち
、
一
「
日
」
は
、
一
「
時
間
」
と
し
て
も
「
存
在
せ
ず
」
、

た
だ
、
「
二
十
四
回
」
の
・
太
陽
の
円
環
が
「
存
在
す
る
」
の
み
で
あ
る
」

　
個
．
ま
た
、
「
も
し
、
日
が
、
い
ず
れ
で
も
あ
る
の
で
あ
れ
ば
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
2
9
）
、
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㈲
．
「
日
」
は
、
一
方
で
は
「
存
在
す
る
」
に
し
て
も
、
し
か
し
、
他
方
で
は
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
そ
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
「
日

と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
．
2
0
9
、
2
8
）
。
ー
「
か
り
に
太
陽
が
、
一
時
間
の
・
時
間
の
長

さ
で
、
自
ら
の
回
転
全
体
を
円
環
し
た
に
し
て
も
、
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
2
9
1
3
0
）
。
（
し
か
し
、
と
い
う

こ
と
は
、
再
ぴ
言
え
ば
、
一
「
日
」
が
、
一
「
時
間
」
に
、
〈
名
称
〉
を
変
じ
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い
）
。

　
　
㈲
．
ま
た
、
「
日
」
が
、
太
陽
の
円
環
運
動
の
「
時
間
の
長
さ
そ
の
も
の
」
で
あ
れ
ば
、
上
の
図
に
よ
っ
て
、
「
日
」
は
、
「
存
在
し

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
か
ら
、
こ
れ
ま
た
、
「
日
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
2
9
）
。

　
四
．
「
し
か
し
ま
た
、
太
陽
が
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
太
陽
が
朝
か
ら
朝
ま
で
の
全
周
環
（
餅
ヨ
玄
叶
窮
）
を
経
過
す
る
の
を
常
と
し
て

い
る
だ
け
の
時
間
〔
二
十
四
時
間
〕
が
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
に
し
て
も
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
2
0
9
、
3
0
）
、
「
日
」
と
〈
不

可
分
〉
で
あ
る
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
ま
た
、
「
日
」
は
、
「
日
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
。
2
0
9
、
3
0
1
3
2
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
「
日
」
は
、
「
存
在
す
る
」
に
し
て
も
、
「
日
と
は
呼
ば
れ
な
い
」
か
、
あ
る
い
は
、
「
日
」
は
、
「
存
在
し
な
か

っ
た
」
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
日
と
は
呼
ば
れ
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
「
日
」
は
、
ま
こ
と
に
「
あ
り
ふ
れ
た
日
常
事
」
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
は
、

「
探
究
」
に
よ
っ
て
、
〈
消
滅
〉
し
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
〈
消
滅
〉
す
る
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
よ
る
問
い
の
立
て
方
に
、
誤
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
日
」
と
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
言
う
の
と
は
こ
と
な
っ
て
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
全
体
」
で
あ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
太
陽
の
運

動
が
、
「
日
の
出
か
ら
日
の
出
ま
で
」
に
、
「
経
過
す
る
時
間
の
長
さ
」
で
あ
る
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
．
設
問
の
誤
り
は
、
く
り
か
え
せ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
太
陽
の
運
動
」
全
体
の
〈
持
続
〉
に
想
い
い
た
ら
ず
、
「
日
の
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出
か
ら
日
の
出
ま
で
の
」
1
す
な
わ
ち
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
が
生
み
出
す
・
「
日
の
出
」
と
い
う
〈
現
わ
れ
〉
の
ー
「
円
環
」
が
、

「
太
陽
の
運
動
」
全
体
の
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
っ
た
〉
も
の
が
、
「
日
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
「
日
」
が
、
観
念
の
な
り
、
物
体
の
運

動
の
な
り
の
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
る
〉
、
と
い
う
こ
と
に
、
考
え
い
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
発
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
〈
持
続
〉
の
観
念
を
も
た
ぬ
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
「
日
」
を
、
事
柄
の
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
る
〉

も
の
と
し
て
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
《
尺
度
》
と
し
て
、
把
握
す
る
こ
と
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
の
と
こ
ろ
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
い
く
た
ぴ
か
は
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
と
い
う
問
題
に
、
自
覚
せ
ぬ
ま
ま
、
近
づ
き
な

が
ら
も
、
し
か
し
、
再
び
、
「
時
間
を
、
測
る
」
と
い
う
立
論
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
理
由
が
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
一
度
は
、
「
時
間
」
を
、
《
魂
の
働
き
》
と
し
て
、
内
面
化
し
て
、
と
ら
え
な
が
ら
、

し
か
し
、
つ
い
に
「
時
間
と
は
、
な
に
で
あ
る
か
」
と
い
う
自
問
に
、
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

LO8

　
加
え
る
に
、
上
の
ω
と
、
③
と
、
個
⑥
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
付
け
加
え
て
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス

は
、
「
日
」
が
、
「
存
在
」
せ
ず
、
な
い
し
は
「
日
」
と
は
「
呼
ば
れ
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
、
「
一
時
間
」
は
、
「
存
在
」
す
る
、
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
「
日
」
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
あ
っ
て
も
、
「
二
十
四
時
間
」
で
あ
り
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
「
時
間
（
5
参
）
」
は

一
「
日
」
の
〈
部
分
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
「
日
」
が
、
〈
消
滅
〉
し
た
揚
合
に
、
い
か
に
し
て
、
「
時
間
（
ま
声
）
」
が
、
「
存
在
」
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
い
う
一
「
時
間
」
は
、
一
「
日
」
の
〈
別
名
〉
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー

ヌ
ス
は
、
依
然
と
し
て
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
日
の
出
か
ら
、
つ
ぎ
の
日
の
出
ま
で
」
の
円
環
の
「
間
隔
」
を
、



「時間」について

一
「
時
間
」
の
名
の
も
と
に
、
一
「
日
」
と
し
て
、
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
〈
消
滅
〉
し
た
の
は
、
一
「
日
」
と
い
う
く
名
称
V
の
み
で
あ
っ
て
、
一
「
日
」
は
、

ひ
き
つ
づ
き
、
一
「
時
間
」
の
〈
名
称
〉
の
も
と
に
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
〈
不
可
分
〉
に
、
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
「
探
究
」
す
べ
き
も
の
は
、
こ
の
・
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
一
「
時
間
」
（
と
り
も
な
お

さ
ず
一
「
日
」
）
と
の
〈
不
可
分
性
〉
が
、
な
に
を
意
味
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
揚
合
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
と
し
て
は
、
も
は
や
、
「
日
」
を
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
に
〈
解
消
〉
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
、
「
日
」
を
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
が
「
経
過
す
る
時
間
の
長
さ
」
に
、
〈
解
消
〉
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
探
究
」
に
思
い
を
凝
ら
し
た
の
が
、
・
ッ
ク
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
・
ッ
ク
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
、
「
天
体
の
・
均
等
な
円
環
運
動
」
を
、
「
時
間
」
の
考
察
の
中
に
入
れ
た
こ
と
と
、

そ
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
と
「
日
」
（
な
い
し
「
時
間
（
ま
声
）
」
）
と
の
〈
不
可
分
性
〉
を
と
ら
え
た
こ

と
と
を
機
縁
に
、
本
稿
・
皿
に
見
る
よ
う
な
〈
時
間
論
〉
を
構
築
し
た
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
4

　
本
稿
・
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
「
日
」
は
、
〈
消
滅
〉
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
こ
う
述
べ
ら
れ
る
。
「
そ

れ
ゆ
え
、
い
ま
や
、
私
が
探
究
し
て
い
る
の
は
、
日
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
な
に
で
あ
る
か
、
で
は
な
く
、
時
間
（
ま
ヨ
℃
窮
）
と
は
、

な
に
で
あ
る
か
、
で
あ
る
…
…
」
（
第
三
十
節
・
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
3
2
1
3
5
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
そ
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
つ
づ
け
て
言
う
。
1
丁
度
、
ろ
く
ろ
の
回
転
（
の
く
持
続
V
）
を
、
「
時
間
に
よ
っ
て
」
「
測
る
」

の
と
お
な
じ
く
ー
「
私
た
ち
は
、
時
間
に
よ
っ
て
（
窓
ヨ
崔
∫
』
5
）
、
太
陽
の
円
環
運
動
〔
の
〈
持
続
〉
〕
を
測
っ
て
、
も
し
、
太
陽
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の
円
環
運
動
が
、
十
二
時
間
（
ま
霞
。
9
呂
＆
ヨ
）
が
経
過
し
た
・
時
間
の
長
さ
で
、
経
過
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
太
陽
の
円

環
運
動
は
、
い
つ
も
の
（
ρ
轟
ヨ
器
耳
）
半
分
の
・
時
間
の
長
さ
で
、
経
過
し
た
、
と
言
っ
た
は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
、
太
陽
が
、
日
の

出
か
ら
日
の
出
ま
で
、
あ
る
時
に
は
、
一
倍
で
、
あ
る
時
に
は
、
二
倍
で
、
円
環
し
た
、
と
仮
定
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
両
方
の
時
間

〔
〈
持
続
V
〕
を
比
較
し
て
、
あ
の
円
環
は
一
倍
、
こ
の
円
環
は
二
倍
、
と
言
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
・
第
二
＋
三
章
。
P
・
2
0
9
、

33

3
9
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
に
、
「
十
二
時
間
が
経
過
し
た
・
時
間
の
長
さ
で
、
経
過
し
た
」
の
は
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
そ
の
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

な
く
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
の
〈
持
続
〉
で
あ
る
。
い
ま
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
ま
さ
に
、
そ
れ
の
〈
持
続
〉
を
、
「
時
（
3
声
）

に
よ
っ
て
」
「
測
っ
て
」
、
「
十
二
時
間
（
ぎ
声
①
）
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
時
間
（
ま
ヨ
℃
拐
）
に
よ
っ
て
」
、
「
時
間
（
沫
ヨ
冒
ω
）
を
比
較
す
る
」
こ
と
は
、
〈
で
き
な
い
〉
。

　
ま
た
、
「
時
間
（
蚕
昌
℃
島
）
に
よ
っ
て
」
、
運
動
の
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
も
、
〈
で
き
な
い
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
事
柄
の
〈
持
続
〉
は
、
「
時
」
等
々
に
よ
っ
て
、
「
測
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
「
日
」
が
、
〈
消
滅
V
し
、
「
探
究
」
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
、
「
十
二
時
間
」
を
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
時
間
（
5
声
）
」
は
、
一
「
日
」
の
〈
部
分
〉
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
十
二
時
間
」
と
言
い
、
「
い
つ
も
の
」
半
分
の
・

時
間
の
長
さ
で
、
と
言
う
こ
と
自
体
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
は
、
「
日
」
と
〈
不
可
分
〉
で
あ
る
こ
と
を
、
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
日
」
は
、
依
然
と
し
て
、
「
探
究
」
の
対
象
と
し
て
、
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
こ
で
、
再
ぴ
、
「
な
ん
び
と
も
、
私
に
む
か
っ
て
、
天
体
の
運
動
が
、
時
間
で
あ
る
、
と
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言
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
．
2
0
9
、
3
9
1
4
0
）
、
そ
れ
の
理
由
を
、
こ
う
し
る
し
て
い
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、

あ
る
人
〔
ヨ
シ
ュ
ァ
〕
の
願
い
に
よ
っ
て
、
戦
い
を
勝
利
に
終
ら
せ
る
た
め
に
、
太
陽
が
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
時
に
も
、

太
陽
は
、
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
時
間
（
岳
目
℃
島
）
は
、
流
れ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
勝

利
の
戦
い
に
充
分
な
・
そ
の
時
間
の
長
さ
（
ω
嵐
げ
言
ヨ
芯
ヨ
宕
冨
）
の
間
に
、
か
の
戦
闘
は
、
行
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し

て
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
・
2
0
9
、
4
0
1
4
3
）
。
こ
れ
は
、
旧
約
聖
書
『
ヨ
シ
ュ
ア
記
』
第
十
章
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
び
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
と

第
十
二
…
第
十
三
句
を
、
念
頭
に
お
い
た
叙
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
一
二
。
エ
ホ
バ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
孫
の
前
に
、
ア
モ
リ
人
を

渡
し
た
ま
い
し
日
に
、
ヨ
シ
ュ
ァ
、
エ
ホ
バ
に
む
か
い
て
申
せ
し
こ
と
あ
り
。
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
目
の
前
に
て
言
い
け
ら
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

日
よ
、
ギ
ベ
オ
ン
の
上
に
と
ど
ま
れ
。
月
よ
、
ア
ヤ
・
ン
の
谷
に
と
ど
ま
れ
。
十
三
。
民
、
そ
の
敵
を
撃
ち
や
ぶ
る
ま
で
、
日
は
、
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ま
り
、
月
は
、
と
ど
ま
り
ぬ
。
こ
れ
は
、
ヤ
シ
ヤ
ル
の
書
に
記
さ
る
る
に
あ
ら
ず
や
。
す
な
わ
ち
、
日
、
中
天
に
動
か
ず
し
て
、
没
ら
ざ

る
こ
と
、
お
よ
そ
ま
る
一
日
な
り
き
」
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
上
の
よ
う
に
言
う
時
、
つ
ぎ
の
論
理
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ー
「
時
間
」
は
、
「
戦
闘
」
と
い
う
「
運

動
」
の
く
要
件
V
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
太
陽
が
、
凝
然
と
し
て
不
動
」
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
「
戦
闘
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、

「
時
間
が
、
流
れ
て
行
っ
た
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
毒
い
。
ゆ
え
に
、
「
天
体
の
運
動
」
は
、
「
時
間
」
で
あ
る
の
で
は
〈
な
い
〉
－
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
勝
利
の
戦
い
に
充
分
な
「
時
間
の
長
さ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
〈
時
間
が
、
流
れ
て
行

っ
た
V
以
上
、
そ
の
・
流
れ
た
「
時
間
」
は
、
「
長
さ
」
を
も
つ
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
が
し
か
し
、
「
太
陽
が
、
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
時
」
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
「
時
間
の
長
さ
」
を
、
『
ヨ
シ
ュ
ァ
記
』

の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
　
「
ま
る
一
日
」
を
、
言
い
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
な
ぜ
な
ら
、
か
り
に
、
常
に
「
太
陽
が
、
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
」
で
あ
り
つ
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
に
は
、
「
ま
る
一
日
」
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は
、
言
い
え
な
い
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
し
て
、
「
ま
る
一
日
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
「
時
間
の
長
さ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

は
語
り
え
な
い
の
で
あ
る
（
ま
た
、
「
一
日
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
の
〈
部
分
〉
で
あ
る
時
、
分
も
言
い
、
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ま
た
、
「
時
間
の
長
さ
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
か
り
に
、
常
に
「
太
陽
が
、
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
」
で
あ
り
つ
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
「
時
間
」

に
つ
い
て
は
、
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
こ
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
一
つ
に
は
、
た
だ
、
「
太
陽
の
円
環
運
動
」
が
あ
っ
た
揚
合
に
え
ら
れ
た
「
ま
る
一
日
」
な
い
し

「
時
間
の
長
さ
」
を
、
こ
の
「
戦
闘
」
の
く
持
続
V
に
、
〈
適
用
〉
し
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
二
つ
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
時
間
は
、
流
れ
て
行
っ
た
」
と
言
う
の
は
、
「
戦
闘
」
が
、
〈
持
続
〉
し
た
、
と
い
う
こ
と
の

思
い
誤
り
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
〈
持
続
〉
の
観
念
を
も
た
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
、
依
然
と
し
て
、
「
時
間
」
と
〈
持
続
〉
と
を
、
混
同
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
混
同
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
心
が
、
「
延
長
」
の
語
の
も
と
に
、
〈
持
続
〉
の
観
念
に
近
づ
き
な
が
ら
も
、
今
度
は
、
「
時
間
」

と
「
延
長
」
（
〈
持
続
〉
）
と
を
同
一
視
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
現
わ
れ
て
い
る
。
上
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
「
ゆ

え
に
、
私
は
知
る
の
で
あ
る
、
時
間
と
は
、
あ
る
延
長
（
ρ
鼠
o
匿
ヨ
島
。
。
ま
三
一
〇
）
で
あ
る
、
と
」
（
第
三
十
節
．
第
二
十
三
章
。
P
．
2
0
9
、

4
3
）
。
（
「
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
私
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
時
間
と
は
、
延
長
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
第

三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
1
9
－
2
0
）
。
「
み
よ
、
わ
が
生
涯
は
、
延
長
で
あ
る
」
（
第
三
十
九
節
．
第
二
十
九
章
。
P
．
2
1
4
、

2
）
）
。
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こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
〈
持
続
〉
の
観
念
を
も
た
ず
、
そ
の
た
め
に
、
「
時
間
」
と
〈
持
続
〉
と
を
混
同
し
、
し
た
が

っ
て
、
「
測
る
」
も
の
と
、
「
測
ら
れ
る
」
も
の
と
の
区
別
を
見
失
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
、
「
延
長
」
の
語
の
も
と
に
、
〈
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

続
V
の
観
念
に
近
づ
き
な
が
ら
も
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
も
の
と
し
て
、
「
日
」
を
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
時
、
分
〉
等
を
も
、
〈
消
滅
V
さ
せ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
出
て
く
る
。

　
そ
れ
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
し
ば
し
ば
、
「
こ
の
時
間
は
、
二
倍
、
な
い
し
三
倍
で
あ
る
。
あ
の
時
間
は
、
一
倍
で
あ
る
」
と

か
、
あ
る
い
は
、
「
こ
の
時
間
と
、
あ
の
時
間
と
は
、
ひ
と
し
い
、
と
答
え
る
」
等
々
と
言
い
、
す
な
わ
ち
、
「
時
間
の
長
さ
」
を
言
い
な

が
ら
、
し
か
し
、
そ
の
「
時
間
」
（
正
し
く
は
〈
持
続
〉
）
は
、
〈
な
に
に
よ
っ
て
測
ら
れ
て
〉
、
一
倍
、
二
倍
、
三
倍
等
々
の
「
長
さ
」
と

言
わ
れ
る
の
か
を
、
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
つ
ぎ
の
叙
述
が
出
て
く
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
…
…
私
が
、
た
だ
（
9
⇒
暮
雪
ヨ
o
〔
ざ
）
、
長
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

時
間
（
δ
夷
一
蓉
ま
ヨ
讐
ω
）
で
あ
る
、
と
示
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
長
い
（
2
替
ε
ヨ
〔
5
お
一
毒
〕
）
か
を
、
示
さ
な

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

い
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
同
時
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
か
を
も
（
簿
怠
目
ε
ヨ
〔
一
9
α
Q
ロ
日
〕
8
ヨ
）
、
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

私
た
ち
は
、
比
較
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
『
こ
の
時
間
と
、
あ
の
時
間
と
は
、
ひ
と
し
い
』
、
あ
る
い
は
、
『
こ
の
時
間
は
、
あ
の
時
間

に
比
較
し
て
、
二
倍
で
あ
る
』
、
と
言
う
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ほ
か
の
・
ど
の
よ
う
な
時
間
に
つ
い
て
も
、
こ
の
仕
方
に
よ
る
の
で
あ
る
」

（
第
三
十
一
節
・
第
二
十
四
章
。
P
・
2
1
0
、
8
1
n
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
だ
が
、
第
一
に
、
「
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
か
を
、
示
さ
な
い
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
同
時
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
か
を
も
、
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
論
が
成
立
し
え
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
第
二
に
、
こ
こ
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
た
だ
、
二
つ
の
「
時
間
」
（
〈
持
続
〉
）
の
「
長
さ
」
が
、
「
ひ
と
し
い
」
、

な
い
し
「
二
倍
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
絃
、
そ
の
こ
と
を
、
〈
一
つ
一
つ
〉
の
「
時
間
」
（
〈
持
続
〉
）
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の
「
長
さ
」
が
、
「
ど
れ
ほ
ど
（
ρ
感
ロ
3
日
）
」
で
あ
る
か
を
言
う
こ
と
に
す
り
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
し
て
、
た
と
え
、
「
時
間
」
の
も
と
に
、
「
延
長
」
（
〈
持
続
V
）
を
考
え
る
に
せ
よ
、
し
か
し
、
「
日
」
を
〈
消
滅
〉
さ
せ
、
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

て
、
「
日
」
の
〈
部
分
〉
で
あ
る
く
時
、
分
V
等
を
も
く
消
減
V
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
は
、
〈
一
つ
〉
の
〈
持
続
〉

の
「
長
き
」
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
i
1
5

　
し
か
し
な
が
ら
、
〈
持
続
〉
と
「
時
間
」
と
を
混
同
し
て
き
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
｛
上
に
見
た
よ
う
に
、
「
時
間
」
と
は
「
延
長
」

で
あ
る
、
と
い
う
規
定
を
契
機
に
、
次
第
に
、
し
か
し
、
自
覚
せ
ぬ
ま
ま
、
〈
持
続
〉
（
も
っ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、

測
ら
れ
る
」
も
の
と
し
て
の
）
の
観
念
に
、
迫
っ
て
く
る
。

「
物
体
が
運
動
す
る
時
、
私
は
、
そ
の
物
体
が
、
運
動
し
始
め
て
か
ら
（
突
ρ
5
ヨ
2
轡
3
9
℃
δ
、
運
動
し
終
る
ま
で
（
ま
器
。

息
診
一
暮
）
、
ど
れ
ほ
ど
長
く
（
の
鼠
日
象
口
）
、
運
動
す
る
か
を
、
時
間
に
よ
っ
て
（
ま
ヨ
宕
お
）
、
測
る
…
…
」
（
第
三
＋
一
節
．
第
二
十
四
章
。

P
・
つ
1
0
、
4
－
5
）
。
ー
物
体
が
、
「
運
動
し
始
め
て
か
ら
、
運
動
し
終
る
ま
で
」
、
す
な
わ
ち
、
「
運
動
」
の
「
ど
れ
ほ
ど
長
く
」
が
、

「
時
間
に
よ
っ
て
」
「
測
ら
れ
る
」
ー
。
（
こ
の
「
ど
れ
ほ
ど
長
く
」
が
、
・
ッ
ク
の
言
う
・
（
「
運
動
」
の
）
「
持
続
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
は
、
物
体
の
運
動
が
〈
存
在
し
始
め
た
〉
状
態
か
ら
、
〈
存
在
を
終
っ
た
〉
状
態
ま
で
の
「
距
離
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　
い
な
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
さ
ら
に
言
う
。
「
ま
た
、
私
が
、
物
体
が
運
動
し
始
め
、
そ
し
て
、
運
動
し
つ
づ
け
る
（
需
お
2
蝉
緯
）

の
を
、
見
て
し
ま
わ
ず
（
3
昌
冬
δ
、
そ
れ
ゆ
え
、
運
動
が
終
る
時
を
、
見
な
い
（
＆
⇒
三
畠
S
ヨ
）
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
、
〔
時
間
に

よ
り
七
、
運
動
の
「
ど
れ
ほ
ど
長
く
」
（
〈
持
続
V
）
を
〕
、
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
、
私
が
、
見
始
め
て
（
窪
ρ
＆
巳
臨
お

ヨ
畠
）
一
◎
）
か
ら
、
見
終
る
ま
で
（
（
一
曾
8
（
蔚
一
呂
ヨ
）
を
、
見
て
し
ま
え
ば
、
別
で
あ
る
が
」
（
第
三
十
一
節
．
第
二
十
四
章
。
P
．
2
1
0
、

11ゆ



「時間」．について

5
－
8
）
α

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
こ
で
、
一
つ
に
は
、
さ
き
ほ
ど
見
た
「
ど
れ
ほ
ど
長
く
（
貞
鼠
日
α
3
）
」
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
「
運
動

し
つ
づ
け
る
（
需
博
ω
。
仁
砕
暮
目
ひ
み
ε
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
自
ら
が
、
「
運
動
」
の
〈
持
続
〉
を
語
っ
て
い
る
こ
と
を
、
示
し
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
二
つ
に
は
、
「
私
が
、
見
始
め
て
か
ら
、
見
終
る
ま
で
を
、
見
る
」
と
い
う
・
〈
知
覚
・
観
念
〉
の
〈
持
続
〉
に
つ
い

て
さ
え
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・

　
そ
し
て
、
で
あ
れ
ぱ
．
一
そ
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
、
空
間
の
拡
が
り
（
δ
＄
昌
ヨ
招
鋒
す
）
を
知
覚
す

る
（
ロ
。
序
ゆ
目
。
）
こ
と
が
で
き
牽
と
レ
、
運
動
す
る
物
体
な
り
、
そ
れ
の
部
分
な
り
が
、
ど
こ
か
ら
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
を
、
知
覚
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
物
体
が
噛
い
わ
ば
曲
線
を
な
し
て
運
動
す
る
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
あ
の
位
置
か
ら
あ
の
位
置
へ
の
・

物
体
の
な
り
、
そ
れ
の
部
分
の
な
り
，
の
運
動
が
、
行
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
量
の
時
間
〔
〈
持
続
〉
〕
が
存

在
す
る
の
か
を
、
言
う
こ
乏
が
で
き
る
」
、
と
し
た
あ
と
で
、
「
こ
う
し
て
、
物
体
の
運
動
と
、
そ
し
て
、
物
体
の
運
動
〔
の
〈
持
続
〉
〕

が
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
で
あ
る
の
か
を
（
2
診
乱
言
降
）
そ
れ
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
測
る
（
の
＆
目
・
臨
目
目
）
も
の
〔
時
間
〕
と
は
、
互

い
に
別
個
の
も
の
（
農
鼠
…
一
艶
鼠
）
な
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
い
ず
れ
が
、
む
し
ろ
、
時
間
（
叡
ヨ
℃
塁
）
と
言
わ
れ
る
べ
き
か
を
、

理
解
し
な
い
者
が
い
る
で
め
ろ
う
か
已
と
述
べ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
（
第
三
十
一
節
・
第
二
十
四
章
。
P
・
2
1
0
、
1
1
－
1
7
）
。

　
i
す
な
わ
ち
、
物
体
の
運
動
の
．
「
知
覚
」
．
さ
れ
た
「
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
」
、
「
運
動
し
つ
づ
け
る
」
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
も
の
が
、

「
時
間
」
で
あ
っ
て
、
〈
持
続
〉
と
「
時
間
」
と
は
、
「
別
個
」
の
も
の
で
あ
り
、
混
同
さ
れ
る
ぺ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
ー
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
も
と
よ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、
測
る
」
と
い
う
立
揚
を
と
り
つ
づ
け
な
が
ら
、
し
か
し
、
〈
持

続
〉
に
迫
っ
た
か
ら
ヒ
そ
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
ま
た
、
物
体
の
〈
静
止
〉
（
の
〈
持
続
〉
）
を
言
い
、
こ
れ
を
、
「
時
間
に
よ
っ
て

測
る
」
と
述
ぺ
る
こ
と
が
で
造
る
。
「
…
：
物
体
は
、
あ
る
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
運
動
し
、
あ
る
時
に
は
、
凝
然
と
し
て
不
動
で
あ
る
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〔
静
止
し
て
い
る
〕
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
そ
の
物
体
の
運
動
〔
の
〈
持
続
〉
〕
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
凝
然
た
る
不
動
〔
静
止
〕

〔
の
〈
持
続
〉
〕
を
も
、
時
間
に
よ
っ
て
測
る
（
善
一
も
o
お
ヨ
象
ヨ
ξ
）
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
『
凝
然
と
し
て
不
動
で
あ
っ
た
間
（
鼠
亭

ε
ヨ
）
と
、
運
動
し
て
し
ま
っ
た
間
（
（
宅
診
菖
ヨ
）
と
は
、
ひ
と
し
い
』
と
か
、
『
運
動
し
て
し
ま
っ
た
間
に
く
ら
ぺ
て
、
二
倍
な
い
し

三
倍
、
凝
然
と
し
て
不
動
で
あ
っ
た
』
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
私
た
ち
の
測
定
（
酵
忌
霧
6
）
は
、
ほ
か
の
・
ど
の
よ
う
な
も

の
を
も
、
と
ら
え
、
あ
る
い
は
、
測
定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
の
結
果
、
大
小
が
言
わ
れ
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
一

節
・
第
二
十
四
章
。
P
・
2
1
0
、
1
7
1
2
3
）
。

　
こ
う
し
て
、
物
体
の
「
運
動
」
の
く
持
続
V
を
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、
測
る
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
そ
れ

ゆ
え
、
ま
た
、
〈
静
止
〉
の
〈
持
続
〉
を
も
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、
測
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
い
ま
は
も
は
や
、
「
時
間
」

が
、
ひ
と
し
い
、
と
か
、
二
倍
・
三
倍
で
あ
る
、
と
か
言
わ
ず
に
、
〈
持
続
〉
の
「
間
」
を
語
り
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、
測
っ
て
」
、
そ
の

「
間
」
の
「
大
小
」
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
右
に
つ
づ
い
て
、
「
ゆ
え
に
、
時
間
は
、
物
体
の
運
動
で
は
な
い
」
と
言
う
時
（
第
三
十
一
節
．

第
二
＋
四
章
。
P
・
2
1
0
、
2
2
1
2
3
）
、
そ
れ
は
、
物
体
の
運
動
の
〈
持
続
〉
が
、
「
時
間
」
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

（
・
ッ
ク
は
、
お
そ
ら
く
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
・
上
見
の
叙
述
か
ら
、
「
持
続
」
と
い
う
概
念
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
し
か
し
、
・
ッ
ク
に
あ
っ
て
は
、
事
柄
の
「
持
続
」
を
「
測
る
」
《
尺
度
》
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
揚
合
と
こ
と
な
り
、
「
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

間
」
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等
々
で
あ
っ
て
、
「
持
続
」
を
か
か
る
《
尺
度
》
で
、
「
測
る
」
こ
と
、
か
か
る

《
尺
度
》
の
も
と
に
、
「
考
察
す
る
」
こ
と
が
、
初
め
て
、
「
時
間
」
で
あ
る
）
。

　
く
り
か
え
し
て
い
え
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
上
に
見
た
よ
う
に
、
〈
持
続
〉
に
近
づ
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
「
日
」
を
く
消
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じ

滅
〉
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
、
〈
時
、
分
〉
等
を
も
〈
消
滅
〉
さ
せ
て
い
る
以
上
、
「
運
動
」
と
く
静
止
V
と
の
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
こ

と
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
不
可
能
の
事
柄
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
－
1
6

　
だ
が
、
ひ
と
た
び
は
、
〈
持
続
V
に
迫
り
、
そ
し
て
、
事
柄
の
〈
持
続
〉
を
、
「
時
間
に
よ
っ
て
、
測
る
」
と
い
う
立
場
に
近
づ
い
た
ア

ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
、
再
び
、
「
時
間
を
、
測
る
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
戻
っ
て
し
ま
う
。

　
「
主
よ
、
私
は
、
汝
に
告
白
す
る
。
自
分
は
、
い
ま
だ
、
な
に
が
時
間
で
あ
る
の
か
を
、
知
ら
な
い
、
と
。
し
か
し
、
主
よ
、
却
っ
て
、
私

は
、
汝
に
告
白
す
る
。
自
分
が
、
そ
の
こ
と
を
時
間
の
中
で
、
言
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
ま
た
、
自
分
が
、
す
で
に
長
い
間
（
O
言
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

時
間
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
そ
し
て
、
長
い
間
そ
の
も
の
と
は
、
時
間
の
長
さ
（
日
ひ
声
叡
ロ
も
o
冨
）
で
な
け
れ
ば
、

長
い
間
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
、
と
」
（
第
三
十
二
節
・
第
二
十
五
章
。
P
・
2
1
0
、
－
1
4
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。
「
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
魂
は
、
汝
に
む
か
い
、
真
実
を
告
げ
る
告
白
に
よ
っ
て
、
私
が
、
時
間
を
測
っ
て
い
る
こ
と
を
、
告
白
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
神
よ
、
私
は
、
ま
こ
と
に
測
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
私
が
、
自
分
が
な
に
を
測
っ
て
い
る
の
か
を
、
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

私
は
、
物
体
の
運
動
を
、
時
間
に
よ
っ
て
、
測
る
。
お
な
じ
よ
う
に
、
時
間
そ
の
も
の
を
、
測
る
の
で
は
な
い
か
」
（
第
三
十
三
節
・
第
二

十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
－
1
4
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
た
し
て
も
、
「
時
間
そ
の
も
の
」
を
測
る
、
と
言
い
出
す
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
ー
「
時
間
」
は
、
「
運

動
」
の
〈
要
件
〉
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
運
動
」
（
の
〈
持
続
〉
）
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
運
動
の
〈
要
件
〉
で
あ
る
「
時
間
」
を
「
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
ー
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
は
た
し
て
、
こ
う
言
わ
れ
る
。
「
そ
れ
の
中
を
物
体
が
運
動
す
る
時

　
ヤ

間
を
、
私
が
測
っ
た
の
で
な
く
て
、
ど
う
し
て
、
物
体
の
運
動
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
．
長
さ
で
（
ρ
毒
一
区
ヨ
）
あ
る
か
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
長
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さ
で
、
こ
こ
か
ら
、
あ
そ
こ
へ
到
達
す
る
か
を
、
測
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
4
－
6
。

傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
だ
が
、
「
運
動
」
の
〈
要
件
〉
で
あ
る
「
時
間
」
を
、
「
測
る
」
、
と
い
う
こ
と
は
、
予
め
、
「
時
間
」
が
、
「
測
ら
れ
る
」
べ
き
「
長
さ
」

を
も
つ
こ
と
を
、
想
定
し
て
い
る
立
論
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
・
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
自
身
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
「
時
間
」
も
、
「
長
さ
」
を
も
た
な
い
の

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

「
長
さ
」
を
も
つ
の
は
、
〈
持
続
〉
と
、
そ
し
て
、
〈
持
続
〉
を
〈
区
切
っ
た
〉
も
の
と
し
て
の
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等
々
と
の
み
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
と
し
て
は
、
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等
々
の
・
「
．
長
さ
」
を
も
つ
も
の
を
《
尺
度
》
・
と
し
て
、
〈
持
続
の
長
さ
〉

を
「
測
る
」
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
時
間
」
に
「
長
さ
」
が
な
い
以
上
、
「
時
間
」
を
「
測
る
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の

言
う
の
と
は
こ
と
な
っ
て
、
「
運
動
」
の
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
、
「
運
動
」
の
〈
要
件
〉
で
あ
る
「
時
間
」
を
「
測

る
」
こ
と
で
あ
る
、
と
は
立
論
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
H
1
1
7

　
「
時
間
を
、
測
る
」
と
す
る
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
当
然
、
以
下
に
見
る
・
数
々
の
難
問
に
、
直
面
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
第
一
に
、
「
時
間
」
を
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
、
す
な
わ
ち
、
〈
な
に
〉
を
《
尺
度
》
に
し
て
、
「
測
る
」
の
か
、
で
あ
る
。
「
し
て
み
る

と
、
私
は
、
時
問
そ
の
も
の
を
、
な
に
に
よ
っ
て
（
ふ
昌
3
）
、
測
る
の
で
あ
る
か
」
で
あ
る
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
r
、
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6
）
。

　
な
る
ほ
ど
、
「
…
…
私
た
ち
は
、
短
い
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
長
い
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
を
、
測
り
、
そ
し
て
、
後
者

は
、
二
倍
で
あ
る
、
と
言
う
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
お
な
じ
く
、
私
た
ち
は
、
詩
の
・
時
間
の
長
さ
を
、
詩
句
の
・
時
間
の
長
さ
に
よ
っ

て
、
詩
句
の
．
時
間
の
畏
さ
を
、
脚
韻
の
・
時
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
脚
韻
の
・
時
間
の
長
さ
を
、
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、

長
い
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
を
、
短
い
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
測
る
の
で
あ
る
」
、
と
も
考
え
ら
れ
る
（
第
三
十
三
節
・
第
二

十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
9
1
1
1
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
法
は
、
一
つ
に
は
、
「
…
…
短
い
時
間
に
よ
っ
て
、
長
い
時
間
を
、
あ
た
か
も
、
肘
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
梁

の
長
さ
を
測
る
よ
う
に
、
測
る
：
－
－
」
も
の
で
あ
っ
て
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
6
－
7
）
、
所
詮
、
「
空
間
を
測
る
」

方
法
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
－
1
2
）
。

　
な
ぜ
な
ら
。
「
肘
の
長
さ
」
「
梁
の
長
さ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
空
間
」
上
の
長
さ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
固
定
し
た
も
の
〉
で
あ
り
、

〈
流
れ
去
る
も
の
〉
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
た
と
え
ば
、
「
長
い
音
節
」
の
「
時
間
」
も
、
「
短
い
音
節
」
の
「
時
間
」
も
、
「
時
間
」
で

あ
る
以
上
は
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
来
た
り
、
流
れ
去
る
も
の
〉
で
あ
っ
て
、
〈
固
定
し
た
も
の
V
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
長
い
音
節
の
・

時
間
の
長
さ
」
を
、
「
短
い
音
節
の
・
時
間
の
長
さ
」
に
よ
っ
て
、
測
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
〈
絶
え
ず
、
流
れ
去
る
も
の
〉
と
し
て
の

「
時
間
」
を
、
〈
固
定
し
た
も
の
〉
と
見
な
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
時
間
を
、
測
る
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
以
上
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
理
由
で
、
右
の
方
法
を
斥
け
ざ

る
を
え
な
い
。

　
二
つ
に
は
、
「
…
…
短
い
詩
句
も
、
引
き
伸
ば
さ
れ
て
発
音
さ
れ
る
な
ら
ば
、
縮
め
ら
れ
て
発
音
さ
れ
た
時
の
・
長
い
詩
句
よ
り
も
、

多
く
の
．
時
間
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
響
く
よ
う
に
さ
れ
る
：
…
」
か
ら
で
あ
る
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
1
7
1
刃
）
。
詩
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句
の
「
時
間
の
長
さ
」
（
〈
持
続
〉
）
は
発
声
・
発
音
の
中
に
あ
る
。
発
声
の
仕
方
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
「
短
い
詩
句
」
と
「
長
い
詩
句
」

と
の
区
別
は
、
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
「
－
：
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
発
音
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飛
び
去
っ
て
行
く
…
…
」
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。

P
．
2
1
1
、
1
3
）
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
短
い
詩
句
・
音
節
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の
発
声
の
「
時
間
」
の
〈
始
ま
り
〉
と
〈
終
り
〉

と
を
、
〈
同
時
に
〉
心
が
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
短
い
」
詩
句
・
音
節
の
そ
の
も
の
に
つ
い

て
さ
え
、
「
時
間
の
長
さ
」
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
以
上
の
・
三
つ
の
理
由
で
、
「
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
・
や
り
方
も
ま
た
、
時
間
の
・
確
実
な
測
り
方
で
あ
る
、
と
は
理
解
さ
れ
な
い

…
…
」
と
し
て
、
斥
け
ら
れ
る
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
1
6
1
1
7
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
し
か
し
、
見
ら
れ
る
と
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
時
間
を
、
測
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
思
わ
ず
も
、
「
音
節
」
「
脚
韻
」
「
詩
句
」

「
詩
」
が
発
音
さ
れ
る
「
音
声
」
の
・
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
、
「
測
る
」
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
上
の
難
問
は
、
実

　
　
じ

は
、
〈
時
、
分
〉
等
の
《
尺
度
》
を
も
た
ぬ
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
の
困
難
さ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
す
な
わ
ち
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
〈
持
続
〉
の
観
念
を
明
確
に
も
っ
た
上
で
、
〈
持
続
〉
を
、
〈
年
、
月
、
日
、
時
、
分
、
等

に
よ
っ
て
V
「
測
る
」
と
い
う
立
揚
に
立
た
な
い
限
り
、
不
可
能
な
事
柄
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
さ
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
逢
着
す
る
・
つ
ぎ
の
難
問
は
、
こ
う
語
ら
れ
る
。
「
私
は
、
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
も

知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
現
在
し
て
い
る
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
な
ん
ら
の
・
時
間
の
長
さ

に
も
拡
が
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
に
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
私
は
、
な
に
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
三
十
三
節
・
第
二
＋
六
章
。
P
・
2
1
1
、
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餌
1
2
6
。
傍
点
は
、
引
用
者
）
。

　
こ
の
・
難
問
は
、
こ
れ
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
「
時
間
」
と
〈
持
続
〉
と
を
混
同
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
生
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
と
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
「
時
間
」
を
「
測
る
」
と
取
り
ち
が
え
た
れ
ば
こ
そ
、
〈
測
ら

れ
る
ぺ
き
V
「
時
間
」
は
、
す
べ
て
、
「
長
さ
」
を
失
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
の
ま
え
に
、
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
、
再
び
、
「
私
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
を
、
で
は
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の

で
あ
る
…
…
」
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
（
第
三
十
三
節
・
第
二
十
六
章
。
P
・
2
1
1
、
2
6
1
2
7
）
。

　
な
ぜ
な
ら
ー
「
た
と
え
ば
、
身
体
の
音
声
が
、
響
き
始
め
、
響
い
て
お
り
、
ま
だ
響
き
、
そ
し
て
、
み
よ
、
音
声
は
や
む
。
す
で
に

し
て
あ
る
の
は
、
静
寂
で
あ
り
、
あ
の
音
声
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
音
声
は
、
存
在
し
な
い
」
（
第
三
＋
四

節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
1
、
3
1
5
）
。

　
ー
た
し
か
に
、
響
い
て
し
ま
っ
た
音
声
（
の
「
時
間
」
）
は
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
〈
測
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
〉
。

響
く
前
に
も
、
音
声
（
の
「
時
間
」
）
は
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
〈
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
〉
。
だ
が
し
か
し
、

「
し
て
み
れ
ば
、
響
い
た
時
、
そ
の
時
に
、
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
に
は
、

測
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
が
、
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
」
（
第
三
＋
四
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
7
－
8
）
。

　
し
か
し
、
そ
の
音
声
（
の
「
時
間
」
）
が
、
は
た
し
て
、
「
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

「
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
も
、
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
凝
然
と
し
て
不
動
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕

は
、
流
れ
て
行
き
、
過
ぎ
去
っ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
第
三
十
四
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
8
）
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
「
ま
だ
響
い
て
い
る
に
し
て
も
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
音
声
が
響
き
始
め
た
・
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕

の
始
ま
り
か
ら
、
響
き
終
る
・
終
り
ま
で
が
、
測
ら
れ
る
、
と
い
う
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
は
、
あ
る
始
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ま
り
か
ら
、
あ
る
終
り
ま
で
の
間
隔
（
凶
三
〇
暑
智
＝
三
）
そ
の
も
の
を
、
測
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
四
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
1
5

1
1
7
）
。

　
し
て
み
る
と
、
一
方
で
、
「
流
れ
て
行
く
」
音
声
（
の
「
時
間
」
）
は
、
〈
い
ま
だ
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
〉
、
そ
し
て
、
「
…
…
い

ま
だ
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
…
…
」
の
で
あ
る
（
第
三
十
四
節
・
第
二
十

七
章
。
P
・
2
1
2
、
1
7
1
1
8
）
。

　
そ
し
て
ま
た
、
他
方
、
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
「
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
う
ち
に
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
っ
た
」
、
の
で
あ
り
、

〈
終
っ
て
し
ま
っ
た
〉
の
で
あ
っ
て
、
「
終
っ
て
し
ま
ワ
た
時
に
は
、
音
声
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
す
で
に
存
在
し
な
く
な
る
」
（
第
三
十
四

節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
2
0
1
2
1
）
o

　
そ
し
て
、
〈
す
で
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
〉
音
声
（
の
「
時
間
」
）
は
、
「
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
。
「
し
て
み
る
と
、
音
声
〔
の

「
時
間
」
〕
は
、
い
か
に
し
て
（
ρ
一
一
α
忌
0
8
）
、
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
三
十
四
節
・
第
二
十

七
章
。
P
・
2
1
2
、
2
1
）
。

　
こ
う
し
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
」
で
あ
れ
、
そ
れ
を
、
「
測
る
」
こ
と
も
ま
た
、
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
ま
た
し
て
も
、
「
音
声
」
の
響
く
「
時
間
」
を
、
で
は
な
く
、
実
は
、
「
音
声
」

の
〈
持
続
〉
を
、
「
い
か
に
し
て
」
、
「
測
る
」
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
「
音
声
」
の
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
こ
と
は
、
ま
ず
、
「
音
声
」
が
響
き
「
始
め
て
か
ら
」
、
響
き
「
終
る
」
ま
で
の
「
間
隔
」

を
、
・
ッ
ク
の
よ
う
に
、
「
持
続
」
の
観
念
の
も
と
に
確
定
す
る
の
で
な
く
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

　
右
の
困
難
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
音
声
の
〈
持
続
〉
を
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く
時
間
」
と
同
一
視
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
生
じ
た

の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
直
面
す
る
難
問
は
、
な
お
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
1
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
「
私
は
、
時

間
を
、
測
っ
て
い
る
」
に
し
て
も
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
す
な
わ
ち
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
時
間
」
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で

も
な
け
れ
ば
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
「
す
で
に
存
在
し
な
い
時
間
」
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
「
現
在
し
て

い
る
時
間
」
「
な
ん
ら
の
・
時
間
の
長
さ
に
も
拡
が
っ
て
い
な
い
時
間
」
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で
も
な
け
れ
ば
、
「
過
ぎ
去
っ
て
行
く

時
間
」
す
な
わ
ち
「
流
れ
て
行
く
」
時
間
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で
も
な
く
、
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
「
終
極
を
も
た
な
い
時
間
を
、
測

っ
て
い
る
の
で
も
な
い
」
（
第
三
＋
四
節
・
第
二
＋
七
章
。
P
・
2
1
2
、
2
1
1
2
5
）
。
「
に
も
拘
ら
ず
、
私
た
ち
は
、
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の

で
あ
る
」
（
第
三
十
四
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
2
1
、
2
5
）
。

・
1
た
と
え
ぱ
、
「
U
鈴
ω
自
Φ
窪
9
ひ
ヨ
巳
p
日
〔
万
物
ノ
創
造
主
ナ
ル
神
〕
。
こ
の
句
は
、
八
つ
の
音
節
、
短
い
音
節
と
長
い
音
節
と
で
、

交
替
す
る
。
す
な
わ
ち
、
短
い
音
節
は
、
四
つ
、
第
一
、
第
三
、
第
五
、
第
七
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
四
つ
の
・
長
い
音
節
、
第
二
、
第

四
、
第
六
、
第
八
に
比
す
れ
ば
、
一
倍
で
あ
る
。
後
者
の
・
一
つ
一
つ
の
音
節
は
、
前
者
の
・
一
つ
一
つ
の
音
節
に
比
し
て
、
二
倍
の
時

間
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
五
節
・
第
二
＋
七
章
。
P
・
2
1
2
、
2
6
1
3
0
）
。

　
ー
私
は
、
こ
の
よ
う
に
、
「
二
倍
」
と
い
う
〈
時
間
の
長
さ
〉
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
私
は
、
発
音
し
て
、
そ
れ
を
示

す
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
3
0
）
。

　
ー
し
か
し
、
で
は
、
〈
い
か
に
し
て
〉
、
そ
の
「
二
倍
」
と
い
う
〈
時
間
の
長
さ
〉
を
「
測
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ

は
、
そ
の
〈
時
間
の
長
さ
〉
が
、
「
…
…
明
瞭
な
感
覚
作
用
（
・
。
⑪
9
拐
ヨ
p
a
静
言
。
。
）
に
よ
っ
て
、
感
覚
さ
れ
る
（
ω
魯
§
臣
）
…
…
」
か

ら
で
あ
る
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
3
1
）
。

　
「
こ
う
し
て
、
「
感
覚
作
用
が
明
瞭
で
あ
る
限
り
、
私
は
、
短
い
音
節
に
よ
っ
て
、
長
い
音
節
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
長
い
音
節
が
、
二
倍
の
量
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
感
覚
す
る
（
ω
9
＆
）
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
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3
2
）
1
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
、
ま
ず
一
つ
に
は
、
1
「
私
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
短
い
音
節
〔
の
・
時
間
の
長
さ
〕
を
、
と
ら
え

る
の
で
あ
る
か
」
（
第
三
＋
五
節
．
第
二
＋
七
章
。
P
．
2
1
2
、
3
4
）
、
す
な
わ
ち
、
長
い
音
節
の
く
時
間
（
〈
持
続
〉
）
の
長
さ
〉
の
基
準
と

な
る
．
短
い
音
節
の
く
時
間
（
〈
持
続
〉
）
の
長
さ
〉
自
身
を
、
〈
な
に
に
よ
っ
て
、
測
る
〉
の
で
あ
る
か
ー
と
い
う
困
難
が
、
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
明
瞭
な
感
覚
作
用
」
に
よ
る
な
ら
ば
、
た
し
か
に
、
長
い
音
節
の
く
時
間
（
〈
持
続
V
）
の
長
さ
〉
を
、
短
い
音
節
の
く
時

間
（
〈
持
続
〉
の
長
さ
）
の
「
二
倍
」
で
あ
る
と
、
「
感
覚
す
る
」
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
し
か
し
、
短
い
音
節
の
く
時
間
（
〈
持
続
〉
）
の

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

長
さ
〉
そ
れ
自
体
を
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
、
「
測
る
」
の
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。

　
こ
の
困
難
は
、
重
ね
て
い
え
ぱ
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
〈
持
続
〉
を
、
「
時
間
」
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
上
、
〈
持
続
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

を
「
測
る
」
《
尺
度
》
（
「
日
」
の
〈
部
分
〉
と
し
て
の
〈
時
、
分
〉
等
）
を
、
確
定
し
な
か
っ
た
こ
と
と
に
、
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
、
二
つ
に
は
、
1
「
短
い
音
節
が
、
響
き
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
長
い
音
節
は
、
響
き
始
め
な
い

…
…
」
（
第
三
十
五
節
．
第
二
＋
七
章
。
P
．
2
1
2
、
3
5
1
3
6
）
の
で
あ
る
か
ら
、
長
い
音
節
の
〈
時
間
の
長
さ
〉
と
比
較
さ
れ
る
・
短
い
音
節

（
の
「
時
間
」
）
は
、
私
が
長
い
音
節
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
「
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
「
す
で
に
存
在
し
て

い
な
い
」
も
の
の
、
す
な
わ
ち
、
短
い
音
節
の
「
時
間
」
の
、
〈
長
さ
〉
は
、
〈
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
ー
と
い
う
困
難
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
私
が
測
る
基
準
で
あ
る
「
短
い
音
節
〔
の
「
時
間
」
〕
は
、
ど
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
」
（
第
三
＋
五
節
・
第
二
＋
七

章
。
P
P
・
2
1
2
1
2
1
3
、
3
8
1
3
9
）
。

　
こ
の
困
難
も
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
〈
測
ら
れ
る
〉
べ
き
も
の
を
、
音
節
の
〈
持
続
〉
と
と
ら
え
ず
、
〈
時
間
の
長
さ
〉
と
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
音
節
の
短
さ
が
、
「
時
間
」
の
短
さ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
長
い
音
節
が

響
く
時
に
は
、
も
は
や
「
存
在
し
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
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「時間」について

　
さ
ら
に
、
第
三
の
困
難
は
、
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
1
「
ま
た
、
長
い
音
節
〔
の
「
時
間
」
〕
そ
の
も
の
に
し
て
も
、
そ
れ
が
〔
響

き
〕
終
っ
た
と
こ
ろ
で
測
る
の
で
な
く
て
、
は
た
し
て
、
私
は
、
そ
れ
〔
長
い
音
節
の
〔
時
間
〕
そ
の
も
の
〕
を
、
現
在
し
て
い
る
も
の

と
し
て
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
〔
P
L
で
は
、
「
測
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
〕
。
し
か
る
に
、
長
い
音
節
〔
の
「
時
間
」
〕
の
終
り
と

は
、
長
い
音
節
〔
の
「
時
間
」
〕
が
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
3
6
1
3
7
）
。

　
ー
と
こ
ろ
で
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
長
い
音
節
の
「
時
間
」
は
、
「
測
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
。
「
私
が
測
る
・
長
い
音
節

は
、
ど
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
3
9
）
1
。

　
こ
の
困
難
も
ま
た
、
も
と
よ
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
長
い
音
節
の
「
長
さ
」
を
、
〈
持
続
〉
の
「
長
さ
」
と
考
え
ず
に
、
「
時

間
」
の
「
長
さ
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
原
因
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
「
〔
響
き
〕
終
っ
た
」
・
長
い
音
節
の
〈
持
続
〉
が
、
〈
時
間
V
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
と
な
り
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
時
間
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
は
、
〈
時
間
の
長
さ
〉
と
し
て
の
・
短
い
音
節
も
、
長
い
音
節
も
、
と
も
に
、
〈
存
在
し
な

い
〉
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
困
却
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
、
短
い
音
節
を
測
り
な
が
ら
、
長
い
音
節
に
あ
て
は
め
て
、

後
者
が
二
倍
で
あ
る
こ
と
を
、
見
い
だ
す
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
第
三
＋
五
節
・
第
二
＋
七
章
。
P
・
2
1
2
、
3
4
1
3
5
）
。
「
し
て
み
る
と
、
私
が

測
る
も
の
は
、
な
に
で
あ
る
の
か
」
（
第
三
十
五
節
．
第
二
十
七
章
。
P
．
2
1
2
、
3
8
）
。
「
な
ぜ
な
ら
、
両
者
〔
短
い
音
節
と
長
い
音
節
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

と
も
に
、
響
い
て
し
ま
い
、
翔
け
去
っ
て
し
ま
い
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」

（
第
三
十
五
節
．
第
二
＋
七
章
。
P
．
2
1
3
、
3
9
1
4
0
）
。
ー
〈
測
ら
れ
る
も
の
〉
が
、
「
存
在
し
な
い
」
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
「
測
る
」

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　
ま
た
、
く
り
か
え
し
て
言
わ
れ
る
。
「
な
る
低
ど
、
私
は
、
測
る
の
で
あ
り
、
修
練
を
積
ん
で
感
覚
能
力
に
信
を
お
く
限
り
、
私
は
、
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確
信
を
も
っ
て
、
時
間
の
長
さ
に
あ
っ
て
、
短
い
音
節
は
一
倍
、
長
い
音
節
は
二
倍
と
、
答
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
こ
と

も
、
両
者
が
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
、
〔
響
き
〕
終
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
私
に
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」

（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
4
0
1
“
）
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
い
ま
や
、
た
と
え
ば
音
節
の
〈
時
間
の
長
さ
〉
を
、
す
な
わ
ち
「
時
間
」
を
、
「
測
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、

し
か
し
、
同
時
に
、
「
測
る
」
こ
と
は
「
で
き
な
い
」
、
と
い
う
矛
盾
の
中
に
立
た
さ
れ
た
。

　
こ
の
矛
盾
は
、
く
り
か
え
せ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
〈
持
続
〉
と
「
時
間
」
と
を
同
一
視
し
、
す
な
わ
ち
、
音
節
の
響
く
く
持

続
V
の
観
念
を
、
明
確
に
も
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
持
続
の
長
さ
〉
と
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
〈
時
間
の
長
さ
〉
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
原

因
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
す
べ
て
の
「
時
間
」
は
、
「
長
さ
」
を
も
た
な
い
。
〈
持
続
〉
が
「
時
間
」
と
混
同
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
と
し
て
、

「
測
ら
れ
る
」
も
の
を
見
失
っ
た
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
重
ね
て
い
え
ば
、
U
3
㎝
自
。
理
曾
ひ
ヨ
三
〇
5
の
句
の
発
音
を
形
づ
く
る
〈
連
結
し
た
音
節
〉
1
感
覚
内
容
・
観
念
の

〈
連
結
〉
ー
の
中
に
あ
る
〈
持
続
〉
、
念
E
の
を
と
れ
ば
、
①
と
の
と
の
観
念
の
間
の
「
距
離
」
と
し
て
の
・
冥
と
い
う
観
念
の
「
持

続
」
、
ξ
＄
菩
9
を
と
れ
ば
、
。
と
梓
と
の
観
念
の
間
に
あ
る
「
距
離
」
と
し
て
の
・
費
と
い
う
観
念
の
「
持
続
」
、
あ
る
い
は
、
ま
亮
ω

の
α
と
い
う
観
念
と
、
9
日
三
『
ヨ
の
・
最
後
の
ヨ
と
い
う
観
念
と
の
間
に
あ
る
「
距
離
」
と
し
て
の
・
諸
感
覚
内
容
・
観
念
の
「
持

続
」
を
、
・
ッ
ク
に
教
え
た
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
8
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〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
と
い
う
問
題
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
自
覚
せ
ず
に
、
「
時
間
を
、
測
る
」
と
し
た
た
め
に
直
面
し
た
・
以
上

の
・
数
多
く
の
難
問
を
、
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
脱
け
出
す
道
は
、
い
っ
た
い
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　
本
稿
．
前
出
H
　
　
1
0
に
見
た
と
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
」
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
の

中
に
あ
っ
た
「
事
柄
」
、
す
な
わ
ち
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
す
で
に
存
在
し
な
い
事
柄
」
を
、
し
か
も
、
「
物
語
る
」
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
困
難
を
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
す
で
に
存
在
七
な
い
時
聞
」
は
、
「
魂
」
の
〈
働
き
〉
で
あ
る
と
し
、
言
い
か
え
れ

ぱ
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
記
憶
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
出
し
、
ま
た
、
「
い
ま
だ

存
在
し
て
い
な
い
」
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
を
、
や
は
り
、
「
魂
」
の
〈
働
き
〉
と
し
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
の
・

現
在
し
て
い
る
期
待
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
」
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

時
間
」
の
中
に
存
在
す
る
事
柄
、
す
な
わ
ち
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
」
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
に
つ
い
て
、
な
お
、
「
予
告
・

予
示
」
し
う
る
、
と
い
う
困
難
を
、
脱
出
し
た
。

　
い
ま
、
「
時
間
を
、
測
る
．
」
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
数
々
の
難
問
の
中
に
立
た
さ
れ
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
〈
測
ら
れ
る
時
間
V
を
、

上
と
ひ
と
し
く
、
「
魂
」
の
く
働
き
V
に
帰
し
て
、
こ
れ
ら
の
難
問
を
逃
れ
出
る
。
「
し
て
み
る
と
、
私
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
・

短
い
音
節
、
長
い
音
節
〔
の
・
時
間
の
長
さ
〕
そ
の
も
の
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
の
記
憶
（
日
o
ヨ
酵
す
）
の
中
に
あ
る
・
あ

る
も
の
、
〔
記
憶
に
〕
刻
み
込
ま
れ
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
・
あ
る
も
・
の
（
艶
ρ
三
α
…
ε
a
騨
臨
図
＝
巳
ヨ
診
簿
）
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
（
第
三
十
五
節
．
第
二
＋
七
章
。
P
・
2
1
3
、
娼
ー
4
5
）
。
「
わ
が
魂
よ
（
雪
冒
島
ヨ
診
の
）
、
私
は
、
汝
の
中
で
、
時
間
を
、
測
っ
て
い

る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
六
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
4
6
）
。

　
で
は
、
私
の
「
魂
」
の
「
記
憶
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
・
あ
る
も
の
」
と
は
、
な
に
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
「
修

練
を
積
ん
で
感
覚
能
力
」
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
、
1
す
な
わ
ち
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
音
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節
・
音
声
が
、
「
魂
」
に
刻
み
つ
け
た
く
刻
印
V
・
〈
感
じ
〉
で
あ
り
、
〈
記
憶
内
容
〉
（
観
念
）
　
　
で
あ
る
。
「
く
り
か
え
し
て
言
う
、
私

は
、
汝
〔
魂
〕
の
中
で
、
時
間
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
ぎ
去
っ
て
行
く
事
柄
が
、
汝
の
中
に
つ
く
り
出
し
て
い
く
感
じ
（
寧

ま
3
9
刻
印
）
、
そ
し
て
、
そ
の
事
柄
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
に
し
て
も
、
汝
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
感
じ
、
こ
の
．
現
在
し
て
い

る
感
じ
の
方
を
、
私
は
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
感
じ
が
生
ず
る
た
め
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
〔
音
声
〕
の
方
を
、
測

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
が
、
時
間
を
、
測
る
時
、
私
は
、
そ
の
感
じ
そ
の
も
の
を
、
測
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
六
節
・
第
二

十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
4
8
1
5
1
）
。

　
い
ま
や
、
「
時
間
を
、
測
る
」
と
は
、
こ
の
「
感
じ
を
、
測
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　
が
し
か
し
、
〈
測
ら
れ
る
〉
の
は
、
正
し
く
は
、
「
記
憶
」
の
中
に
あ
る
「
感
じ
そ
の
も
の
」
で
は
な
く
、
「
魂
」
の
中
に
あ
る
「
感
じ
」

（
観
ム
ふ
）
の
〈
持
続
〉
で
あ
る
。

　
は
た
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
自
身
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
私
に
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
時
間
と
は
、
延
長

（
9
ω
涼
葺
δ
）
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
事
柄
の
延
長
で
あ
る
の
か
、
私
は
知
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
魂
そ
の
も
の
の
延
長
（
a
蜂
診
ぎ
〕
な
聲
あ
魅
昌
巨
圃
）
で
な
け
れ
ば
、
不
可
解
で
あ
る
」
（
第
三
十
三
節
．
第
二
十
六
章
。
p
．

2
1
1
、
1
9
－
2
1
）
。

　
そ
し
て
、
「
魂
の
延
長
」
す
な
わ
ち
、
〈
観
念
〉
の
く
持
続
V
を
、
「
測
る
」
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
う
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
…
：
音
声
が
や
み
、
口
が
閉
じ
ら
れ
て
も
、
私
た
ち
は
、
詩
・
詩
句
〔
の
〈
持
続
〉
〕
を
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
話
し
〔
の
〈
持
続
〉
〕

を
も
、
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
8
σ
食
言
邑
o
）
、
〔
発
声
〕
運
動
〔
の
〈
持
続
〉
〕
の
・
ど
の
よ
う
な
測
定
（
象
ヨ
。
島
δ
話
。
。
）
を
で
あ
れ
、

成
就
す
る
の
で
あ
り
・
：
…
」
（
第
三
十
六
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
5
6
1
5
8
）
。

　
ー
す
で
に
発
音
さ
れ
終
っ
た
詩
句
、
「
記
憶
」
の
中
に
あ
り
そ
れ
ゆ
え
「
感
じ
」
〈
観
念
〉
で
あ
る
詩
句
の
・
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
、
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「
思
考
す
る
こ
と
」
、
そ
れ
が
、
そ
の
〈
観
念
〉
の
く
持
続
V
の
〈
長
さ
〉
を
、
「
測
定
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、
そ
の
詩
句
を
発
音
し
た
「
運
動
」
の
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
、
「
測
定
」
す
る
こ
と
で
あ
る
ー
。

　
か
つ
て
、
音
声
の
〈
持
続
〉
を
、
「
時
間
」
と
同
一
視
し
つ
つ
、
音
声
そ
の
も
の
を
測
ろ
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
音
声
の
〈
持
続
〉
は
、

「
時
間
」
と
な
っ
て
、
〈
測
ら
れ
る
時
間
〉
は
、
存
在
し
な
く
な
っ
た
。

　
い
ま
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
音
声
の
「
記
憶
」
に
着
目
し
、
こ
の
記
憶
を
、
「
魂
の
延
長
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
、
〈
持

続
〉
の
観
念
に
近
づ
い
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
〈
記
憶
内
容
・
観
念
〉
を
「
思
考
す
る
」
こ
と
を
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
〈
持
続
〉
の
観
念
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と
は
、
〈
観
念
〉
と
し
て
の
諸
音
節
が
、
も
と
も
と
は
、
さ
き
に
あ

げ
ら
れ
た
例
に
よ
れ
ば
、
∪
3
の
。
．
鑑
8
『
ひ
旨
コ
鄙
ヨ
・
の
句
を
構
成
す
る
諸
音
節
と
し
て
、
「
連
続
し
た
・
間
断
の
な
い
進
行
を
な
し
て

（
8
β
自
⇒
ロ
ぎ
叡
コ
ひ
円
Φ
ω
一
ロ
。
欝
爵
・
ワ
舜
鼻
⑦
）
」
（
第
三
＋
四
節
・
第
二
‡
章
．
P
・
2
・
2
、
・
2
）
、
す
な
わ
ち
・
「
音
節
が
・
相
次

い
で
（
巴
静
。
H
p
b
。
ω
砕
赴
｛
。
貝
四
一
一
一
）
響
く
」
も
の
（
第
三
十
五
節
・
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
2
、
3
3
）
、
す
な
わ
ち
、
ロ
ッ
ク
の
言
う
・
「
連
続
」

し
た
「
連
結
」
の
中
に
あ
る
〈
感
覚
内
容
〉
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
〈
観
念
〉
自
身
も
ま
た
、
〈
持
続
〉
の
中
に
あ
る
、
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
し
か
し
、
「
詩
．
詩
句
［
の
〈
持
続
〉
］
を
、
…
…
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〔
発
声
〕
運
動
［
の
〈
持
続
〉
］
の
・
ど
の

よ
う
な
測
定
を
で
あ
れ
、
成
就
す
る
…
…
」
と
い
う
立
論
が
、
成
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
な
、
で
あ
る
。
「
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
の
み
で
は
、
〈
持
続
V
を
「
測
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
思
考
す
る
」

　
　
　
　
じ

さ
い
に
、
〈
時
、
分
〉
等
の
《
尺
度
》
が
な
け
れ
ば
、
■
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
右
の
よ
う
な
《
尺
度
》
が
な
く
て
な
、
い
か
に
「
思
考
」
し
て
も
、
魂
の
中
に
「
記
憶
」
さ
れ
て
い
る
「
感
じ
」
の
く
持
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続
〉
を
「
測
る
」
こ
と
は
、
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
上
に
見
た
よ
う
に
、
ま
た
も
や
、
〈
持
続
〉
の
観
念
に
近
づ
き
、
〈
持
続
〉
を
「
測
る
」
と
い
う
二
と
に
迫
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
〈
沈
黙
〉
の
〈
始
ま
り
か
ら
終
り
ま
で
〉
の
〈
間
隔
〉
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
、
〈
沈
黙
（
の
〈
持

続
〉
）
を
測
る
〉
こ
と
を
、
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
私
た
ち
が
、
沈
黙
〔
の
〈
持
続
〉
〕
を
測
る
時
、
そ
し
て
、
あ
の
沈
黙
は
、
あ
の
音
声
が
占
め
た
の
と
お
な
じ
だ
け
の
時
間
〔
〈
持
続
〉
〕

を
、
占
め
た
、
と
言
う
時
は
、
ど
う
な
の
か
。
私
た
ち
は
、
音
声
が
響
い
た
ま
ま
に
、
思
考
を
、
音
声
の
長
さ
（
β
9
跳
箏
）
〔
〈
持
続
〉
〕

に
向
け
る
の
で
は
な
い
か
。
お
な
じ
よ
う
に
し
て
、
沈
黙
の
〔
始
ま
り
か
ら
終
り
ま
で
の
〕
間
隔
（
5
言
署
讐
野
〔
持
続
〕
）
に
つ
い
て
、

あ
る
も
の
を
、
時
間
の
長
さ
に
お
い
て
（
ぎ
ぞ
鋒
5
な
昌
も
9
挙
〔
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
に
お
い
て
〕
）
、
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
（
第
三
十
六
節
・
第
二
十
七
章
。
P
．
2
1
3
、
5
2
1
5
5
）
。

　
さ
き
に
、
〈
静
止
〉
の
〈
持
続
〉
に
つ
い
て
語
っ
た
よ
う
に
、
い
ま
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
沈
黙
」
の
〈
持
続
〉
を
「
測

る
」
こ
と
に
、
近
づ
い
た
。

　
し
か
し
、
〈
一
つ
〉
の
「
沈
黙
」
の
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
が
、
「
い
か
に
し
て
」
測
ら
れ
示
さ
れ
る
か
は
、
や
は
り
、
語
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

13（ン

　
く
り
か
え
せ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
音
節
・
音
声
の
．
〈
持
続
〉
の
〈
長

さ
〉
を
「
測
る
」
の
は
、
私
が
「
修
練
さ
れ
た
感
覚
能
力
」
に
よ
っ
て
と
ら
え
て
、
「
記
憶
」
の
中
に
お
い
た
．
音
節
．
音
声
の
「
感
じ
」

〈
観
念
〉
の
・
〈
持
続
〉
を
、
「
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
だ
が
、
そ
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
も
、
一
つ
一
つ
の
音
節
・
音
声
の
〈
持
続
〉
の
長
短
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
〈
時
．
分
V
等
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に
よ
っ
て
、
そ
の
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
の
で
な
け
れ
ば
、
可
能
で
は
な
い
こ
と
に
、
い
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
」
音
節
・
音
声
の
・
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
「
測
る
」
こ
と
に

つ
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
と
り
わ
け
、
明
ら
か
で
あ
る
。

「
あ
る
人
が
、
か
な
り
長
い
音
声
を
発
し
よ
う
と
意
志
し
た
と
し
、
そ
の
音
声
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
に
な
る
か
を
、
思
考
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
（
艮
器
ヨ
巴
津
弩
a
）
、
決
定
し
て
し
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
、
必
ず
、
そ
の
・
時
間
〔
〈
持
続
〉
〕
の
長
さ
を
、
沈
黙
の
間

に
、
意
図
し
て
し
ま
っ
て
い
た
（
猪
δ
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
そ
の
・
時
間
の
長
さ
を
、
記
憶
に
ゆ
だ
ね
て
、
あ
の
音
声
を
発
し
始

め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
音
声
は
、
定
め
ら
れ
た
終
点
に
（
匿
鷺
9
診
一
ε
日
齢
騨
巳
冒
ヨ
）
達
す
る
ま
で
、
響
い
て
行
く
の
で
あ
る
」
（
第

三
十
六
節
．
第
二
十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
5
9
1
6
3
）
。
1
発
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
音
声
の
・
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
は
、
「
予
考
」
の
中
で
、

「
決
定
」
さ
れ
「
意
図
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
予
考
」
「
決
定
」
が
、
そ
の
音
声
の
〈
持
続
の
長
さ
〉
を
、
「
測
る
」
こ
と

で
あ
る
ー
。

　
こ
う
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
音
声
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
の
〈
持
続
〉
の
〈
長
さ
〉
を
、
「
思
考
す

る
こ
と
」
が
、
ま
た
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
音
声
に
つ
い
て
は
、
右
を
「
予
考
す
る
こ
と
」
が
、
音
声
の
〈
持
続
〉
を
、
「
測
る
」
こ

と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
り
、
あ
る
音
声
を
、
〈
し
か
じ
か
〉
の
・
〈
持
続
〉
の
長
さ
・
短
か
さ
で
、
発
声
す
る
こ
と
を
、
「
予
考
」
し
、

「
決
定
」
し
、
「
意
図
」
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
く
し
か
じ
か
V
の
・
〈
持
続
〉
の
長
短
は
、
発
声
す
る
〈
人
〉

に
と
っ
て
の
〈
し
か
じ
か
〉
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
し
か
し
、
〈
し
か
じ
か
〉
の
・
〈
持
続
〉
の
長
短
そ
の
も
の
が
、
〈
ど
れ
ほ
ど
（
ρ
一
砥
㌣

甘
ヨ
）
〉
で
あ
る
か
を
、
「
測
る
」
こ
と
で
は
な
く
、
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
音
声
の
・
〈
持
続
〉
の
長
短
を
「
測
る
」
こ
と
で
は
な
い
。

　
重
ね
て
い
え
ば
、
そ
の
〈
し
か
じ
か
〉
の
・
〈
持
続
V
の
、
し
か
し
〈
ど
れ
ほ
ど
〉
を
、
「
測
る
」
に
は
、
〈
分
、
秒
〉
等
々
の
・
「
日
」
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の
〈
部
分
〉
を
、
《
尺
度
》
と
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
H
1
1
9

　
と
こ
ろ
で
、
人
が
、
あ
る
詩
句
を
発
音
し
発
声
す
る
時
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
人
の
・
〈
発
音
・
発
声
〉
し
よ
う
と
す
る
・
〈
現
在
し
て
い

る
〉
「
意
図
」
に
よ
っ
て
、
発
音
・
発
声
が
行
な
わ
れ
て
行
く
時
に
は
、
す
で
に
発
音
・
発
声
さ
れ
て
し
ま
っ
た
詩
句
部
分
が
そ
の
中
に

存
在
し
た
時
間
、
す
な
わ
ち
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
は
、
〈
増
大
〉
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
い
ま
だ
発
音
．
発
声
さ

れ
な
い
詩
句
部
分
が
そ
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
時
間
、
す
な
わ
ち
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
は
、
〈
減
少
〉
し
て
行
く
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
そ
の
詩
句
の
発
音
・
発
声
の
「
意
図
」
が
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
を
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時

間
」
へ
、
〈
引
き
渡
す
〉
こ
と
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
「
…
…
し
か
る
に
、
現
在
し
て
い
る
意
図
（
圃
葺
9
ぎ
）
が
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

時
間
の
減
少
と
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
の
増
大
と
に
よ
っ
て
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
を
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
へ
、

引
き
渡
し
て
行
く
間
に
、
残
っ
て
い
る
音
声
は
、
響
い
て
行
く
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
経
過
し
て
、
つ
い
に
は
、
存

在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
は
尽
き
て
、
す
べ
て
の
時
間
が
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
な
る
に
至
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
六
節
．
第
二

十
七
章
。
P
・
2
1
3
、
6
4
i
6
7
）
。

「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
が
「
減
少
」
し
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
が
「
増
大
」
し
て
、
つ
い
に
は
、
「
す
べ
て
の
時
間
が
、

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
と
な
る
」
の
は
、
く
り
か
え
せ
ば
、
そ
の
詩
句
を
発
音
・
発
声
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
の
「
意
図
」
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
が
し
か
し
、
そ
の
「
意
図
」
は
、
自
ら
に
不
可
分
に
、
三
つ
の
も
の
を
も
つ
。
一
つ
は
、
そ
の
詩
句
を
発
音
・
発
声
す
る
こ
と
に
た
い

す
る
〈
期
待
〉
で
あ
り
、
二
つ
は
、
発
音
・
発
声
さ
れ
る
べ
き
詩
句
部
分
の
「
予
考
」
〈
注
視
〉
で
あ
り
、
そ
し
て
三
つ
に
は
、
発
音
．
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発
声
さ
れ
た
詩
句
部
分
の
く
想
起
V
「
記
憶
」
で
あ
る
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
が
、

減
少
し
あ
る
い
は
尽
き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
・
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
が
、
増
大
す
る
こ
と
は
、
さ
き

ほ
ど
の
こ
と
を
意
図
す
る
魂
の
中
に
、
三
つ
の
も
の
が
あ
る
か
ら
で
な
く
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
魂
は
、
期
待
も
し
（
o
ま
も
①
9
葺
）
、
注
視
も
し
（
簿
魅
ヰ
。
区
δ
、
想
起
も
し
て
（
9
目
魯
旨
δ
、
そ
の
結
果
、
魂
の
期
待
す
る
事

柄
が
、
魂
の
注
視
す
る
事
柄
を
へ
て
、
魂
の
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
へ
、
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
」
（
第
三
＋
七
節
・
第
二
十
八
章
。
P
・

2
1
3
、
1
1
5
）
。

r時間」について

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
は
、
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
、
や
が
て
、
「
存
在
す
る
で
あ

ろ
う
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
期
待
」
と
し
て
、
「
存
在
」
を
取
り
戻
し
た
。
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
も
ま
た
、
「
す

で
に
存
在
し
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
、
し
か
し
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
記
憶
」
と
し
て
、
「
存
在
」

を
取
り
戻
し
た
。
そ
し
て
、
〈
存
在
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
存
在
し
て
い
る
〉
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
に
も
拘
ら
ず
、

「
現
在
し
て
い
る
時
間
に
つ
い
て
の
・
現
在
し
て
い
る
凝
思
」
と
し
て
、
「
存
在
」
を
取
り
戻
し
た
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
時
間
」
の
中
に
あ
る
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
が
、

「
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
事
柄
」
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
魂
」
の
中
に
あ
る
「
期
待
」
と
し
て
、
「
存
在
」
を
取
り
戻
し
た
こ
と
で
あ

り
、
そ
し
て
、
「
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
」
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
の
中
に
あ
る
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
が
、
「
す

で
に
存
在
し
て
い
な
い
事
柄
」
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
魂
」
の
中
に
あ
る
「
記
憶
」
と
し
て
、
「
存
在
」
を
取
り
戻
し
た
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
「
存
在
し
な
い
こ
と
へ
向
か
っ
て
い
る
」
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
あ
る
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
が
、
「
魂
」
の
中
に

あ
る
「
凝
思
」
と
し
て
、
「
存
在
」
を
取
り
戻
し
た
こ
と
で
あ
る
。

153



一橋大学研究年報　人文科学研究　22

　
詩
句
の
発
音
・
発
声
を
め
ぐ
っ
て
、
「
期
待
」
と
「
注
視
」
と
「
想
起
」
と
を
語
っ
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
い
ま
、
右
の
こ
と
を
、

こ
う
述
べ
る
の
で
あ
る
。
1
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
が
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
「
に
も
拘
ら
ず
、

魂
の
中
に
は
、
す
で
に
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
の
期
待
が
、
存
在
し
て
い
る
（
①
G
。
仲
）
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
七
節
．
第
二
十
八
章
。
P
．

2
1
3
、
5
1
6
）
。
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
は
、
実
は
、
「
存
在
し
て
い
る
」
こ
の
「
期
待
」
な
の
で
あ
る
。
お
な
じ
よ
う
に
、

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
が
、
「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
「
に
も
拘
ら
ず
、
魂
の
中
に
は
、
な
お
、
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
の
記
憶
が
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
七
節
・
第
二
＋
八
章
。
P
P
．
2
1
3
1
2
1
4
、
6
1
8
）
。

「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
と
は
、
「
存
在
し
て
い
る
」
こ
の
「
記
憶
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
が
、
長
さ

を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
。
「
に
も
拘
ら
ず
、
注
視
は
、
持
続
し
て
い
る
（
需
＆
守
簿
）
の
で
あ
り
…
…
」
（
第
三
十
七
節
．

第
二
＋
八
章
。
P
・
2
1
4
、
9
）
。
た
し
か
に
、
「
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
時
間
が
、
こ
の
注
視
を
つ
う
じ
て
、
絶
え
ず
、
不
在
（
診
。
誘
。
）

へ
、
動
い
て
行
く
」
に
し
て
も
（
第
三
＋
七
節
・
第
二
＋
八
章
。
P
・
2
1
4
、
m
）
、
し
か
し
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
と
は
、
「
存
在
し

て
い
る
」
こ
の
「
注
視
」
で
あ
る
ー
。
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と
こ
ろ
で
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
の
中
に
「
存
在
」
し
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」

は
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
の
中
に
「
存
在
」
し
、
「
現
在
し
て
い
る
事
柄
」
は
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
の
中
に
「
存
在
」

す
る
。

　
し
て
み
れ
ば
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
は
、
か
つ
て
は
、
「
い
ま
だ
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
く
あ
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
い
ま
は
、
「
…
…
長
い
・
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
と
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
の
．
長
い
期
待
な
の
で
あ
る

：
…
」
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
＋
七
節
・
第
二
十
八
章
。
P
・
2
1
4
、
1
0
1
1
2
）
。
ま
た
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
は
、



「時間」について

「
す
で
に
存
在
し
な
い
」
ゆ
え
に
、
「
長
く
あ
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
、
「
…
…
長
い
・
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
っ
た
時
間
と
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
の
・
長
い
記
憶
な
の
で
あ
る
…
…
」
と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
十
七
節
・

第
二
＋
八
章
。
P
・
2
1
4
、
1
2
1
1
3
）
。
お
な
じ
よ
う
に
し
て
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
も
ま
た
、
た
し
か
に
、
「
長
さ
を
欠
い
て
い
る
」

と
さ
れ
た
に
し
て
も
、
し
か
し
、
い
ま
は
、
〈
長
い
・
現
在
し
て
い
る
時
間
と
は
、
現
在
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
の
・
長
く
持
続
す
る

注
視
・
凝
思
で
あ
る
〉
と
さ
れ
る
ほ
か
は
な
い
。

　
さ
て
、
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
私
は
、
あ
る
詩
を
朗
諦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
朗
諦
を
始
め
る
前
に
は
、
「
私
の
期
待
は
、
詩
す
ぺ
て

に
、
拡
が
る
」
。
し
か
し
、
朗
諏
を
始
め
て
し
ま
う
と
、
「
そ
の
期
待
か
ら
、
私
が
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
へ
、
切
り
落
し
て
し
ま

う
で
あ
ろ
う
分
だ
け
、
私
の
記
憶
も
ま
た
、
拡
が
る
」
。
こ
う
し
て
、
「
私
の
・
こ
の
〔
朗
講
す
る
〕
行
為
の
生
命
は
、
私
が
朗
訥
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
の
中
へ
、
延
長
し
て
行
き
（
（
一
導
曾
（
ま
賃
）
、
ま
た
、
私
が
朗
諦
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
期

待
の
中
へ
、
延
長
し
て
行
く
」
（
第
三
十
八
節
・
第
二
＋
八
章
。
P
・
2
1
4
、
1
4
1
1
8
）
。

　
朗
訥
す
る
と
い
う
「
行
為
」
そ
の
も
の
は
、
身
体
器
官
に
よ
る
発
声
の
事
柄
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
「
詩
」
の
朗
諦
で
あ
る
以
上
は
、

朗
諦
は
、
朗
訥
さ
れ
て
し
ま
っ
た
・
詩
の
部
分
の
「
記
憶
」
と
、
朗
訥
さ
れ
よ
う
と
す
る
・
詩
の
部
分
の
「
期
待
」
と
か
ら
な
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
者
か
ら
な
る
と
こ
ろ
に
、
朗
諦
と
い
う
「
行
為
の
生
命
」
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
朗
諦
と
い
う
「
行
為
の
生
命
」
が
、
一
方
で
、
「
期
待
の
中
へ
、
延
長
し
」
な
が
ら
、
同
時
に
、
他
方
で
、
「
記
憶
の

中
へ
、
延
長
し
」
て
行
く
の
は
、
朗
諦
に
た
い
す
る
・
私
の
「
注
視
」
が
、
「
現
在
し
」
「
存
在
し
」
「
持
続
し
て
い
る
」
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
朗
請
と
い
う
「
行
為
の
生
命
」
が
、
「
期
待
」
と
「
記
憶
」
の
中
へ
、
同
時
に
、
「
延
長
し
て
行
く
」
こ
と
は
、
私
の
「
渋
視
」
が
、
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「
期
待
」
と
「
記
憶
」
と
の
双
方
へ
、
「
延
長
し
て
行
く
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
朗
諦
さ
れ
よ
う
と
す
る
・
詩

の
部
分
が
、
「
注
視
」
の
中
で
、
朗
説
さ
れ
て
し
ま
っ
た
・
詩
の
部
分
に
、
移
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
言
わ
れ
る
。

「
し
か
る
に
、
私
の
注
視
は
、
現
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
注
視
に
よ
っ
て
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
で
あ
っ
た
事
柄
は
、
引
き
渡

さ
れ
て
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
八
節
・
第
二
十
八
章
。
P
・
2
1
4
、
”
1
2
0
）
。

　
も
と
よ
り
、
「
こ
の
こ
と
が
進
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
分
だ
け
、
期
待
は
短
縮
さ
れ
、
記
憶
は
引
き
伸
ば
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

つ
い
に
は
、
あ
の
行
為
が
す
べ
て
終
り
を
告
げ
、
記
憶
に
移
っ
て
行
っ
た
時
に
、
す
べ
て
の
期
待
は
尽
き
る
に
至
る
の
で
あ
る
」
（
第
三

十
八
節
・
第
二
十
八
章
。
P
・
2
1
4
、
耳
ー
2
2
）
。
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こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
言
う
。
「
そ
し
て
、
一
つ
の
詩
全
体
〔
の
朗
調
〕
に
生
ず
る
・
こ
の
こ
と
は
、
詩
の
・

個
々
の
小
部
分
に
生
ず
る
し
、
ま
た
、
詩
の
・
個
々
の
音
節
に
生
ず
る
」
（
第
三
十
八
節
・
第
二
十
八
章
。
P
．
2
1
4
、
2
3
1
2
4
）
。
い
な
、

「
こ
の
こ
と
は
、
あ
の
詩
〔
の
朗
舗
〕
を
お
そ
ら
く
小
部
分
と
す
る
・
さ
ら
に
長
い
行
為
の
中
に
生
ず
る
し
、
こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
・
あ

ら
ゆ
る
行
為
を
部
分
と
す
る
・
人
間
の
生
涯
全
体
の
中
に
生
ず
る
」
（
第
三
十
八
節
．
第
二
十
八
章
。
P
．
2
1
4
、
2
4
1
2
6
）
。
さ
ら
に
は
、

「
こ
の
こ
と
は
、
人
々
の
全
生
涯
を
部
分
と
す
る
・
人
の
子
た
ち
〔
人
類
〕
の
時
（
鍬
8
巳
属
日
）
に
生
ず
る
の
で
あ
る
」
（
第
三
十
八
節
．

第
二
十
八
章
。
P
・
2
1
4
、
2
6
1
2
7
）
o

　
個
人
の
一
生
の
「
時
間
」
も
、
人
類
に
与
え
ら
れ
た
「
時
」
も
、
実
は
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
の
「
期
待
」
が
、
「
現
在
し
て

い
る
事
柄
」
へ
の
「
凝
思
」
「
注
視
」
に
よ
っ
て
、
「
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
」
の
「
記
憶
」
「
想
起
」
へ
、
去
っ
て
行
く
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
間
に
、
「
期
待
」
は
「
減
少
」
し
、
「
記
憶
」
は
「
増
大
」
し
て
、
つ
い
に
、
「
期
待
」
が
「
尽
き
る
」
こ
と
で
あ
る
。



∬
1
2
0

「時間」について

　
以
上
を
神
に
〈
告
白
〉
し
終
っ
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
『
告
白
・
第
十
一
編
』
の
最
後
で
、
再
ぴ
、
『
神
は
、
天
と
地
と
を
造
っ
た

以
前
に
、
な
に
を
造
っ
た
か
』
と
問
う
者
に
た
い
し
て
、
「
…
…
汝
〔
神
〕
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
闘
に
先
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
の
・
永

遠
な
創
造
者
で
あ
り
、
．
・
…
・
」
（
第
四
十
節
．
第
三
十
章
。
P
・
2
1
5
、
n
1
1
2
）
、
と
く
り
か
え
し
た
の
に
つ
づ
い
て
、
さ
ら
に
、
こ
う
つ

け
加
え
る
。
「
か
く
も
偉
大
な
知
（
ω
。
一
晋
賦
p
）
と
予
知
（
冥
器
ω
o
惹
暮
貯
）
と
に
審
む
魂
〔
神
〕
…
…
に
と
っ
て
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
事
柄
と
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
柄
と
が
、
こ
と
ご
と
く
、
知
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
＆
5
）
と
す
れ
ば
、
…
…
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
魂
に
と
っ
て
は
、
経
過
し
た
時
の
す
ぺ
て
と
、
残
っ
て
い
る
時
の
す
べ
て
と
が
、
か
く
れ
も
な
い
（
昌
豊
一
蹄
o
葺
）
の
で
あ
り
、

…
－
い
か
な
る
時
が
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
が
、
始
ま
り
か
ら
去
っ
た
か
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
時
が
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
が
、

終
り
ま
で
残
っ
て
い
る
か
は
、
か
く
れ
も
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
四
十
一
節
・
第
三
十
一
章
。
P
2
1
5
、
3
－
1
0
）
。
鵯

　
あ
の
間
い
を
発
す
る
者
の
論
旨
の
要
め
は
、
神
が
、
創
造
者
で
あ
れ
ば
、
創
造
に
あ
た
っ
て
、
神
の
「
意
志
」
に
、
新
旧
の
〈
変
化
〉

が
あ
り
、
で
あ
る
か
ら
に
は
、
神
は
、
〈
時
間
〉
の
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
永
遠
性
」
で
は
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ー
ヌ
ス
は
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
い
ま
、
神
の
「
意
志
」
と
「
知
」
「
予
知
」
と
は
、
不
可
分
で
あ
り
、
そ
し
て
、
神
は
、

そ
れ
の
中
に
す
べ
て
の
被
造
物
が
存
在
す
る
「
時
間
」
の
こ
と
ご
と
く
を
「
知
っ
て
」
創
造
し
た
以
上
、
「
時
間
」
を
創
造
し
た
神
の
中

に
は
、
な
ん
ら
「
意
志
」
の
〈
変
化
〉
は
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
時
間
」
の
中
に
あ
る
・
他
の
・
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
を
「
知
っ
て
」

創
造
し
た
神
の
中
に
は
、
な
ん
ら
「
意
志
」
の
〈
変
化
〉
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
「
神
」
は
、
「
時
間
」
の
中
に
は
な
い
、
と
答
え
る
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
神
は
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
の
永
遠
性
」
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
ま
た
、
「
不
易
に
し
て
永
遠
な
る
も
の
」
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と
言
わ
れ
る
（
第
四
十
一
節
・
第
三
十
一
章
。
P
．
2
1
6
、
1
7
）
。

　
そ
の
上
、
神
の
「
知
」
と
「
意
志
」
と
に
、
な
ん
ら
の
〈
変
化
〉
も
な
い
こ
と
は
、
そ
の
「
知
」
「
意
志
」
に
発
す
る
．
神
の
。
創
造

の
「
行
為
」
も
ま
た
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
」
な
「
時
間
」
と
し
て
の
「
現
在
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
神
の
．
創
造
の
「
行

為
」
は
、
な
に
ら
、
〈
持
続
〉
を
、
「
延
長
」
を
、
も
た
な
い
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ゆ
え
に
、
汝
〔
神
〕
は
、
初
め
に
あ
っ
て
、
汝
の
知
の
変
化
を
伴
わ
ず
に
（
。
。
帥
コ
。
蝿
帥
．
ε
，

岳
ε
＆
馨
一
器
ま
器
）
、
天
と
地
と
を
、
知
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
ま
篭
）
よ
う
に
、
汝
は
、
初
め
に
あ
っ
て
、
汝
の
行
為
の
延
畏
を
伴
わ

ず
に
（
。
。
ぎ
。
α
馨
魯
ま
目
跨
は
ひ
巳
ω
ま
器
S
は
、
「
汝
の
行
為
の
差
別
を
伴
わ
ず
に
（
ω
冒
Φ
象
呂
昌
。
二
ゆ
旨
①
）
」
）
、
天
と
地
と
を
、
造
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
（
h
Φ
o
一
ω
葛
）
の
で
あ
る
」
（
第
四
十
一
節
・
第
三
十
一
章
。
P
．
2
1
6
、
1
7
1
1
9
）
。

「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
知
」
は
、
必
ず
、
「
変
化
」
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
時
間
」
の
中
に
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
」
の
「
行
為
」
は
、

必
ず
、
「
延
長
」
（
〈
持
続
〉
）
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
時
間
」
か
ら
、
「
現
在
し
て
い
る
時
間
」
を
へ
て
、
「
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
時
間
」
へ
、
移
り
行
く
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
神
」
の
「
知
」
と
「
意
志
」
と
「
行
為
」
と
は
、
「
凝
然
と
し
て
不
動
な
」
「
現
在
」
の
中
に
あ
り
つ
づ
け
る
も
の

で
あ
る
。
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